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平成 13年度通常総会

大塚博美会長を再任

平成13年度の新理事が紹介された

平
成
十
三
年
度
通
常
総
会
が
五
月
十
九

日
午
後
二
時
か
ら
、
東
京

上
二
崎
町
の
東

京
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
水
道
橋
で
開
か
れ
た
。

総
会
に
は
、会
員
百
六
十
八
人
が
出
席
し
、

平
成
十
三

・
十
四
年
度
の
役
員
及
び
評
議

員
を
選
出
し
た
。
会
長
に
つ
い
て
は
、
評

議
員
会
の
推
薦
を
否
決
し
、
大
塚
博
美
会

長
を
再
任
し
た
。
選
出
を
め
ぐ
っ
て
は
、

活
発
な
意
見
表
明
が
相
次
い
だ
。
こ
の
ほ

か
、
①
平
成
十
二
年
度
事
業
報
告
及
び
収

支
決
算

ｏ
財
産
目
録
承
認
の
件
②
平
成
十

三
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
予
算
承
認
の

件
③
平
成
十
三
年
度
除
籍
者
の
件
―
に
つ

い
て
は
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
承

認
し
た
。
（事
業
報
告
等
の
詳
細
内
容
は
別

掲
六
～

一
一
ペ
ー
ジ
）

■
会
長
報
告

印
象
に
残
る
カ
ナ
ダ
と
の
交
流

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
大
塚
会
長
は
次

の
よ
う
に
報
告
し
た
。

一
、
平
成
十
二
年
度
を
振
り
返
る
と
、
や

は
リ
カ
ナ
ダ
山
岳
会
と
の
交
流
が
印
象
に

残
る
。
ア
ル
バ
ー
タ
峰
登
頂
七
十
五
周
年

を
記
念
し
五
年
に
わ
た

っ
て
練
り
上
げ
た

計
画
に
沿

っ
て
の
登
山

ｏ
ト
レ
ツ
キ
ン
グ

だ

っ
た
。
山
頂
に
残
さ
れ
た
ピ
ッ
ケ
ル
は

合
体
し
永
久
保
存
さ
れ
た
。
報
告
書
が
ま

と
ま

っ
た
こ
と
を
披
露
し
た
い
。

一
、
第
二
回
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
は
大
蔵

喜
福
氏
の
十
年
続
い
た
マ
ツ
キ
ン
リ
ー
で

の
気
象
観
測
と
そ
れ
に
伴
う
若
手
ク
ラ
イ

マ
ー
の
育
成
に
対
し
て
授
与
さ
れ
た
。
ま

さ
し
く
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
文
化
の
調
和
の

取
れ
た
も
の
だ

っ
た
。
ま
た
六
十
三
歳
と

い
う
世
界
最
高
齢
で
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
に
登

頂
し
た
山
本
俊
雄
氏
に
会
長
特
別
賞
を
贈

ｂ
た
。
中
高
年
齢
者
の
活
躍
の
な
か
で
も

際
立
つ
も
の
だ

っ
た
と
思
う
。

一
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
十
年
ぶ
り
に
実
施
し

た
。
五
四
％
も
の
回
答
を
得
た
。
結
果
は

機
関
誌

『山
』
で
紹
介
し
て
い
る
が
、
二
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十

一
世
紀
の
活
動
も
し
く
は
百
周
年
事
業

の
手
が
か
り
に
し
て
い
き
た
い
。

■
事
業
報
告

・
収
支
決
算

活
発
だ
っ
た
海
外
と
の
交
流

こ
の
日
の
総
会
に
は
二
千
六
百
八
十
六

の
委
任
状
が
提
出
さ
れ
た
。
現
在
会
員
は

五
千
九
百
七
十
二
人
で
あ
り
、
出
席
者
を

合
わ
せ
る
と
、
会
員
の
三
分
の

一
を
上
回

っ
て
お
り
、
総
会
は
成
立
し
た
。
議
事
録

の
署
名
人
に
は
高
原
三
平
、
藤
田
礼
子
の

両
会
員
が
指
名
さ
れ
た
。

平
成
十
二
年
度
の
事
業
報
告
は
西
村
政

晃
総
務
担
当
常
務
理
事
、
収
支
決
算
及
び

財
産
目
録
は
村
井
龍

一
財
務
担
当
常
務
理

事
が
詳
細
に
説
明
し
た
。

［事
業
報
告
］

事
業
活
動
は
活
発
だ

っ
た
。

お
も
な
も
の
を
と
り
あ
げ
る
と
、
五
月
二

十
日
に
通
常
総
会

・
支
部
長
会
議
を
開
催

し
た
。
全
国
支
部
懇
談
会
は
九
月
十
六
～

十
七
日
に
東
九
州
支
部
が
主
管
し
九
重
で

行

っ
た
。
年
次
晩
餐
会
は
十
二
月
二
日
に

開
催
、
会
場
で
西
暦
二
千
年
記
念

「山
岳

写
真
展
」
を
開
い
た
。
第
二
回
秩
父
宮
記

念
山
岳
賞
は
大
蔵
喜
福
氏
に
授
与
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
自
然
保
護
委
員
会
に
よ
る
「高

尾
の
森
づ
く
り
」
が
ス
タ
ー
ト
、
ま
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ツ
ト

ｏ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新

し
た
。
海
外
山
岳
団
体
と
の
交
流
も
活
発

だ

っ
た
。
カ
ナ
ダ

ｏ
ト
ン
ツ
キ
ン
グ
に
は

八
十
人
が
参
加
。
海
外
登
山
基
金
に
よ
る

助
成
は
、
東
海
支
部
の
ロ
ー
ツ
ェ
南
壁
、

日
本
大
学
山
岳
会
の
サ
ン
ル
ン
峰
、
明
治

大
学
山
岳
部
の
ガ
ッ
シ
ャ
ー
ブ
ル
ム
峰
に

対
し
て
行
わ
れ
た
。
第
四
回
会
員
ア
ン
ケ

ー
ト
は
三
千
二
百
五
十
五
の
回
答
が
あ

っ

た
。
百
周
年
記
念
事
業
の
準
備
と
し
て
、

『日
本
山
岳
会
百
年
史
』
、
『新
日
本
山
岳

誌
』
の
編
集
な
ど
が
着
実
に
進
め
ら
れ
た
。

［収
支
決
算
等
］

収
支
決
算
は
、
収
入
が

八
千
八
百
八
十

一
万
円
と
な
り
、
予
算
を

六
百
二
十
万
円
上
回

っ
た
。

予
算
外
収
入
の
う
ち
、
補
助
金
収
入
の

百
万
円
は

「高
尾
の
森
づ
く
り
」
に
対
す

る
国
土
緑
化
推
進
機
構
か
ら
の
助
成
金
。

ま
た
特
定
収
入
預
金
取
崩
収
入
と
し
て
図

書
出
版
研
究
基
金
か
ら
五
百
四
万
円
を
取

り
崩
し
た
。
会
費

・
入
会
金
は
七
千
二
百

二
十
七
万
円
で
収
入
全
体
の
八
六

・
三
％

を
占
め
た
。
会
費
納
入
率
は
九
八

・
二
％

の
高
率
を
維
持
し
た
。

支
出
は
八
千
七
百
六
十
二
万
円
で
、
予

算
を
八
十
四
万
円
上
回
る
に
と
ど
ま

っ
た
。

日
中
交
流
登
山
が
中
止
に
な

っ
た
ほ
か
、

ア
ン
ケ
ー
ト
や
ミ
ニ
水
力
発
電
の
経
費
減

で
、
こ
れ
ら
の
支
出
が
予
算
に
比
べ
少
な

か
っ
た
。
支
出
合
計
に
対
す
る
事
業
費
支

出
の
割
合
は
五
四

・
六
％
だ

っ
た
。
文
部

科
学
省
か
ら
は
五
〇
％
を
上
回
る
よ
う
に

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
達
成
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
、
当
期
収
支
は
百

十
八
万
の
黒
字
に
な

っ
た
。
次
期
繰
越
は

前
年
度
よ
り
五
百
三
十
六
万
円
増
え
て
千

八
百
八
十
五
万
円
、
正
味
財
産
は
四
億
千

二
十
六
万
円
と
な
り
、
は
じ
め
て
四
億
円

の
大
台
に
乗
せ
た
。

■
十
三
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

百
周
年
事
業
の
準
備
進
む

平
成
十
三
年
度
の
事
業
計
画

ｏ
収
支
予

算
に
つ
い
て
も
、
西
村
常
務
理
事
、
村
井

常
務
理
事
が
詳
細
に
説
明
し
た
。

［事
業
計
画
］

自
然
保
護
委
員
会
が
四
月

十
五
日
、
高
尾
で
植
樹
祭
を
実
施
し
た
。

二
百
人
を
超
え
る
参
加
者
が
あ

っ
た
。
全

国
支
部
懇
談
会
は
九
月
二
十
九
～
三
十
日

に
石
川
支
部
が
主
管
し
て
片
山
津
で
行
わ

れ
る
。
自
然
保
護
全
国
集
会
は
十
月
六
～

七
日
に
大
台
ケ
原
で
。
年
次
晩
餐
会
は
十

二
月

一
日
に
新
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で

行
い
、
そ
の
際
、
二
〇
〇

一
年
の
会
員
名

簿
を
配
布
す
る
。
百
周
年
記
念
事
業
は
、

『百
年
史
』
、
『新
日
本
山
岳
誌
』
の
編
纂
、

自
神
山
地
で
の
ブ
ナ
林
の
造
成
な
ど
準
備

が
着
実
に
進
ん
で
い
る
。
第
四
回
秩
父
宮

記
念
山
岳
賞
は
募
集
中
で
あ
る
。

［収
支
予
算
］

こ
れ
ら
に
対
す
る
予
算
は
、

収
入
を
前
期
繰
越
を
含
め

一
億
百
二
十
四

万
円
と
し
た
。
前
年
度
に
引
き
続
き

一
億

円
を
超
え
る
規
模
と
な

っ
た
。
会
費

・
入

会
金
収
入
が
収
入
の
八
六

・
九
％
を
占
め

る
。
会
員
名
簿
を
作
成
す
る
の
で
広
告
収

入
が
増
加
す
る
。
山
研
使
用
料
は
三
百
万

円
が
限
度
と
み
た
。
支
出
は
前
年
度
予
算

に
比
べ
十
三
万
円
少
な
い
八
千
六
百
六
十

五
万
円
。
会
員
名
簿
の
作
成
で
印
刷
製
本

費
が
増
加
、
前
年
度
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
関
係
で
通
信
費
が
減
少
す
る
。
こ

れ
ら
の
結
果
、
収
支
は
四
百
二
十
六
万
円

の
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
。

な
お
、
平
成
十
四
年
四
月
か
ら
銀
行
預

金
等
の
ベ
イ
オ
フ
が
実
施
さ
れ
る
。
常
時
、

二
億
五
千
万
円
程
度
の
預
金
を
も

っ
て
お

り
、
そ
の
預
入
銀
行
を
ふ
や
し
て
い
く
考

え
だ
。
財
務
委
員
会
だ
け
で
な
く
理
事
会

等
で
具
体
策
を
検
討
し
た
い
。

■
役
員
改
選

・
報
告
事
項

秋
田
な
ど
三
支
部
長
代
わ
る

活
発
な
質
疑
応
答
の
あ
と

・
、
こ
れ
ら
事

業
報
告
及
び
収
支
決
算

・
予
算
は
原
案
通

り
可
決
承
認
さ
れ
、
続
い
て
第
二
号
議
案
　
＞

で
あ
る
平
成
十
三

・
十
四
年
度
役
員
及
び
　
＜

評
議
員
改
選
に
つ
い
て
の
審
議
に
は
い
っ

た
。
（役
員
改
選
に
つ
い
て
は
別
項
三
～
五

ペ
ー
ジ
に
）

役
員
改
選
の
あ
と
は
報
告
事
項
。
平
成

十
三
年
度
の
除
籍
対
象
者
は
六
十
九
人
と

な

っ
た
。
会
費
を
二
年
間
滞
納
し
た
人
が

対
象
と
な
る
。
実
際
の
除
籍
者
は
、
昨
年

度
は
四
十
五
人
、
前
々
年
度
は
三
十
四
人

だ

つ
た
。
こ
れ
に
関
し
、
知
人
に
声
を
か

け
て
会
費
を
納
め
て
留
ま
る
よ
う
勧
め
て

ほ
し
い
と
い
う
要
請
が
あ

っ
た
。
ま
た
、

報
告
事
項
と
し
て
平
成
十
二
年
度
に
は
い

っ
て
か
ら
の
支
部
長
の
交
代
が
紹
介
さ
れ

た
。
新
支
部
長
は
次
ぎ
の
と
お
り
。

秋
田
　
　
　
　
　
　
佐
々
本
民
秀
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宮
城
　
　
　
　
　
　
千
田
　
早
苗

京
都
　
　
　
　
　
　
横
田
　
明
男

こ
れ
で
、す
べ
て
の
議
案
審
議
が
終
了
、

新
し
く
理
事

・
評
議
員
に
な

っ
た
人
が
会

場
に
並
ん
で
挨
拶
し
た
。
総
会
終
了
後
は
、

午
後
六
時
か
ら
同
所
で
懇
親
会
を
開
い
た
。

村
本
潤
次
郎
元
会
長
が

「日
本
山
岳
会
の

ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈
念
し
た
い
」
と
音

頭
を
と

っ
て
乾
杯
し
、
和
や
か
な
歓
談
を

続
け
た
。

■
質
疑
応
答

東
京
支
部
の
設
立
を

山
田
二
郎
会
員

（三
四
七
三
）

長
期
計
画

積
立
金
支
出
が
予
算
よ
り
大
幅
に
支
出
さ

れ
て
い
る
の
は
、
な
ぜ
か
。

村
井
常
務
理
事
　
図
書
出
版
研
究
基
金
を

取
り
崩
し
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
基
金
は

創
立
七
十
周
年
記
念
出
版
事
業
で
得
た
資

金
を
積
み
立
て
て
い
た
も
の
だ
が
、
積
立

以
来
そ
の
ま
ま
と
な

っ
て
お
り
、
監
事
か

ら
の
指
摘
も
あ

っ
て
、
本
会
計
に
組
み
入

れ
た
。

石
田
稔
郎
会
員

（六
〇
六
五
）
質
問
が
三

つ
あ
る
。
ま
ず
、
昨
年
も
お
願
い
し
た
こ

と
だ
が
、
東
京
支
部
を
つ
く

っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
検
討
し
て
い
た

だ
い
た
の
か
。
第
二
に
、
会
報

『山
』
六

七
〇
号
の
東
西
南
北
に
掲
載
さ
れ
た
ミ
ニ

ヤ
コ
ン
カ
登
攀
史
に
関
す
る
件
。
六
六
八

号
に
紹
介
さ
れ
た
図
書
紹
介
に
関
し
て
の

も
の
だ
が
、
こ
れ
は
内
容
が
不
適
切
で
は

な
い
か
。
第
二
、
自
然
保
護
委
員
会
に
担

当
理
事
の
ほ
か
に
委
員
長
が
存
在
す
る
よ

う
だ
。
委
員
長
は
や
め
に
し
た
は
ず
だ
が
、

ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

大
塚
会
長
　
東
京
支
部
設
立
熱
望
の
件
は

決
し
て
忘
れ
て
い
な
い
が
、
い
ま
討
議
し

実
現
す
る
の
は
現
実
的
で
な
い
。
六
千
人

の
会
員
の
約
半
分
が
関
東
に
い
る
。
東
京

支
部
を
ど
の
よ
う
に
つ
く

っ
て
い
く
の
か

苦
慮
し
て
い
る
。
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

小
倉
副
会
長
　
九
十
周
年
の
と
き
に
委
員

長
制
度
を
見
直
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な

っ

た
。
担
当
理
事
が
責
任
を
持

っ
て
執
行
す

る
の
だ
か
ら
、
委
員
長
の
経
歴
が
あ
ま
り

に
長
い
の
は
よ
く
な
い
と
い
う
こ
と
の
ほ

か
、
委
員
会
は
ほ
ぼ
二
十
人
以
内
が
い
い

の
で
は
な
い
か
、
ま
た
委
員
に
つ
い
て
も

経
歴
の
長
い
人
は
活
性
化
の
た
め
に
も
新

し
い
人
に
道
を
譲
る
よ
う
に
で
き
な
い
か

―
と
い
っ
た
こ
と
を
含
め
て
、
委
員
長
制

度
は
で
き
る
だ
け
避
け
た
ほ
う
が
よ
い
と

い
う
こ
と
に
し
た
。

た
だ
し
委
員
会
に
よ

っ
て
は
ど
う
し
て

も
委
員
長
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
も
あ
る
、
と
い
う
含
み
は
残
し
た
つ
も

り
だ
。

中
野
慶

一
会
員

（
一
二
四
七
三
）
収
支
予

算
は
今
年
度
予
算
と
前
年
度
予
算
と
を
比

較
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
前
年
度
決
算

と
比
較
す
る
ほ
う
が
分
か
り
や
す
い
の
で

は
な
い
か
。

村
井
常
務
理
事

慣
行
で
そ
う
し
て
い
る
。

ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

■
平
成
十
三

・
十
四
年
度
理
事

・
監
事

会
　
長
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
博
美
　
再

副
会
長
　
　
　
　
　
　
芳
賀
　
孝
郎
　
新

同
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
　
悌
夫
　
新

同
　
　
　
　
　
　
　
村
井
　
龍

一　

再

（財
務
担
当
兼
任
）

理
事

（カ
ッ
コ
内
は
担
当
）

（山
岳
編
集

。
百
年
史
）
高
遠
　
　
宏
　
再

（図
書
）
　

　

　

　

　

宮
下
　
啓
三
　
再

（総
務
）
　

　

　

　

　

西
村
　
政
晃
　
再

（総
務
）
　

　

　

　

　

高
原
　
三
平
　
再

（高
所
）
　

　

　

　

　

坂
井
　
広
志
　
再

（青
年
部
）
　

　

　

　

松
原
　
尚
之
　
再

（自
然
保
護
）
　

　

　

河
西
瑛

一
郎
　
再

（海
外
連
絡
）
　

　

　

中
村
　
　
保
　
新

（山
研
運
営
）
　

　

　

小
川
・
　

武
　
新

（会
報
編
集
）
　

　

　

今
村
　
千
秋
　
新

（指
導

・
遭
難
対
策
）

黒
川
　
　
恵
　
新

（医
療
）
　

　

　

　

　

大
野
　
秀
樹
　
新

（集
会
）
　

　

　

　

　

朴
元
　
鐘
徳
　
新

（資
料
・
フ
イ
ル
ム
ビ
デ
オ
）

鈴
木
　
敬
五
日
　
新

（学
生
部
）

（科
学
）

監
事

評
議
員

平
成
十
三
年
度
役
員
改
選

採
決
繰
り
返
し
会
長
再
任

―
―

長
時
間
に
及
ぶ
自
熱
の
議
論

―

二
時
間
に
お
よ
ぶ
自
熱
し
た
議
論
を
へ
　
一
ま
っ
た
。
総
会
が
会
長
人
事
を
め
ぐ
っ
て

て
、
大
塚
博
美
会
長
の
再
任

・
続
投
が
決

一　
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
混
乱
し
た
の
は
、
異
例

吉 尾 平 山 田 古 内 藤 鳥
永 上 林 本 邊 市 田 本 居

英  克 久    慶 和
明 昇 敏 子 壽 進 博 光 雄

新 新 新 新 新 新 新 新 新 新 新 新 新 再 再 再 再 再 再 再 新 新 新 新

(3)

宇
田
川
芳
伸

絹
川
　
祥
夫

中
尾
　
正
武

赤
羽
孝

一
郎

小
倉
　
茂
暉

大
森
　
薫
雄

本
田
　
誠
也

宮
崎
　
鉱

一

岡
田
　
光
行

坂
本
　
観
晃

森
　
　
武
昭

中
井
　
俊

一

竹
内
　
哲
夫

山
本
　
晃
弘

鯵
坂
　
青
青
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の
こ
と
。
山
を
愛
し
山
岳
会
を
想
う
熱
き

心
が
ぶ
つ
か
り
合

っ
た

一
幕
だ

っ
た
。

■
総
会
は
最
高
の
議
決
機
関

通
常
総
会
は
、午
後
二
時
に
始
ま

っ
た
。

淡
々
と
議
事
が
進
め
ら
れ
た
の
だ
が
、
議

題
が
役
員
・評
議
員
改
選
の
件
に
移
る
と
、

に
わ
か
に
会
場
は
熱
く
な

っ
た
。
大
塚
議

長
は
、
審
議
に
先
立
ち

「総
会
は
最
高
の

議
決
機
関
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
よ
く
理

解
し
て
議
論
し
て
ほ
し
い
」
と
発
言
し
た
。

質
疑
が
相
次
い
だ
。

大
谷
優
会
員

（五

一
三
二
）

通
常
は
、
役

員
候
補
が
は
い
っ
た
総
会
通
知
状
が
送
ら

れ
て
く
る
が
、
こ
と
し
は
書
い
て
い
な
か

っ
た
。
ど
う
い
う
こ
と
か
。

西
村
総
務
担
当
常
務
理
事
　
役
員
候
補
が

な
か
な
か
決
ま
ら
な
か
っ
た
。
ま
と
ま
る

の
を
ま

っ
て
い
て
は
印
刷
が
遅
れ
、
皆
さ

ん
の
予
定
が
立
た
な
い
。
断
念
し
て
招
集

通
知
を
発
信
し
た
‥
委
任
状
の
内
訳
は
、

会
長
に
対
す
る
も
の
五
百
八
十
二
、
議
長

に
対
す
る
も
の
三
百
三
十
三
、
そ
の
他

ヘ

の
委
任
が
三
百
二
十
二
、
自
紙
委
任
が
千

五
百
四
十
四
あ

っ
た
。
捺
印
の
な
い
の
が

三
百
六
十
五
あ
り
、
こ
れ
は
無
効
。
委
任

し
な
い
と
し
た
の
が
七
十
三
あ

っ
た
。

大
森
薫
副
会
長
　
役
員
候
補
の
決
定
が
遅

れ
た
い
き
さ
つ
を
お
話
し
た
い
。　
一
～
三

月
の
理
事
会
で
大
塚
会
長
は

「
い
ま
ま
で

の
二
年
間
は
、
ホ
ッ
プ

・
ス
テ
ッ
プ
で
や

っ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
は
ジ
ャ
ン
プ
を
し

て
百
周
年
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
続

投
の
意
思
を
表
明
さ
れ
た
。
常
任
評
議
員

は
、
こ
の
こ
と
を
承
知
さ
れ
て
い
た
の
だ

が
、
二
月
二
十
七
日
の
評
議
員
会
で
覆
っ

て
し
ま
っ
た
。
そ
の
あ
と
会
長
候
補
が
副

会
長
候
補
を
人
選
し
た
の
だ
が
、
こ
れ
が

な
か
な
か
決
ま
ら
な
か
っ
た
。
大
塚
会
長

に
は
四
年
の
任
期
を
ま
っ
と
う
し
て
い
た

だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
い

き
な
り
評
議
員
会
で
覆
っ
て
し
ま
っ
た
。

残
念
に
思
っ
て
い
る
。

■
手
続
き
を
踏
ん
で
候
補
決
定

田
邊
壽
常
任
評
議
員

（四
六

一
八
）
評
議

員
会
は
会
長

・
副
会
長
な
ど
の
候
補
を
決

め
ろ
と
定
款

・
細
則
で
申
し
つ
か
つ
て
い

る
。
そ
こ
で

一
月
十
八
日
に
懇
談
会
、
二

月
十
七
日
に
評
議
員
会
を
開
き
、
課
せ
ら

れ
た
決
定
方
法
を
認
識
し
、
二
月
二
十
四

日
に
会
長
候
補
を
推
薦
す
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
当
初
は
五
人
が
推
薦
さ
れ
た
。
討

議
の
結
果
、
大
塚
候
補
と
平
山
候
補
が
残

っ
た
。
無
記
名
に
よ
る
投
票
が
い
い
と
い

う
こ
と
に
な

っ
て
、
投
票
し
た
結
果
、
平

山
候
補
十
六
票
、
大
塚
候
補
八
票
と
い
う

結
果
が
出
た
の
で
細
則
八
条
に
し
た
が

つ

て
会
長
候
補
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
し

た
。よ

り
よ
い
会
長
の
条
件
と
し
て
は
若
返

り
が
必
要
だ
。
平
山
候
補
は
国
内
外
の
登

山
の
経
験
が
あ
り
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
と

し
て
南
極
探
検
に
も
参
加
さ
れ
た
と
い
う

立
派
な
業
績
が
あ
る
。
会
長
か
ら
は

「続

投
す
る
。
決
議
に
異
議
あ
り
」
と
申
し
入

れ
ら
れ
た
が
、
評
議
員
会
と
し
て
は
会
で

決
ま

っ
た
通
り
の
仕
事
を
し
た
と
考
え
て

い
る
。

■
慣
行
律
が
重
要
だ

織
内
信
彦
名
誉
会
員

⌒
一
八
四
六
）
日
本

山
岳
会
は
ク
ラ
ブ
で
あ
り
、
慣
行
、
む
ず

か
し
く
言
え
ば
慣
行
律
に
し
た
が

つ
て
き

た
。
慣
行
律
と
い
う
は
文
章
に
表
れ
な
い

も
の
で
あ
り
、
文
章
よ
り
尊
重
す
る
こ
と

は
社
会
的
な
良
識
だ
。
こ
れ
ま
で

「会
長

は
二
年
二
期
」
だ

っ
た
。
こ
れ
は
守

っ
て

欲
し
い
。
ど
う
し
て
も
や
め
て
い
た
だ
き

た
い
の
な
ら
、
不
信
任
と
す
る
理
由
を
示

す
べ
き
で
あ
る
。

平
林
克
敏
評
議
員

（五
〇
七
二
）
評
議
員

会
は
、
し
か
る
べ
き
手
続
き
を
と

っ
た
と

説
明
が
あ

っ
た
。
た
し
か
に
、
と
お
り
い

っ
ぺ
ん
で
は
、
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が
、

理
事
あ
る
い
は
理
事
会
に
な
に
ひ
と
つ
相

談

・
打
合
せ
も
な
く
決
定
し
細
則
の
あ
る

と
お
り
、
と
い
う
の
で
は
評
議
員
会
、
理

事
会
の
あ
り
方
に
禍
根
を
残
す
の
で
は
な

い
か
。
評
議
員
会
は
日
本
山
岳
会
の
理
事

の
執
行
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
か
大
所

高
所
か
ら
み
る
機
関
で
あ
り
、
ま
た
会
長

が
病
に
な

っ
た
と
き
な
ど
に
、
候
補
を
た

て
る
資
格
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
を
盾
に

と

っ
て
瞬
時
の
う
ち
に
と
い
う
の
は
反
対

で
あ
る
。

山
口
俊
輔
会
員

⌒四
九
七
六
）
大
塚
会
長

が
二
期
目
を
や
る
と
い
っ
た
こ
と
を
優
先

し
て
進
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な

い
か
。
評
議
員
会
の
推
薦
候
補
を
振
り
出

し
に
戻
し
、
大
塚
会
長
に
継
続
す
る
よ
う

な
形
で
お
願
い
し
た
い
。

■
評
議
員
会
は
諮
問
機
関
で
は
な
い

吉
永
英
明
常
任
評
議
員

（七
〇
四
五
）
大

塚
会
長
は
、
冒
頭
に
評
議
員
会
は
理
事
会

の
諮
問
機
関

・
付
属
機
関
と
話
さ
れ
た
が
、

ご
れ
に
は
反
論
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
評
議

員
会
は
定
款
で
定
め
ら
れ
た
機
関
で
あ
る
。

付
属
機
関
で
は
決
し
て
な
い
は
ず
だ
。
会

長
・副
会
長
候
補
の
推
薦
は
細
則
第
七
条
・

第
八
条
に
明
文
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。ま

た
、
突
如
と
し
て
投
票
で
決
め
た
と

い
わ
れ
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
、　
一
月
十

七
日
に
は
評
議
員
会
の
懇
談
会
を
開
き
定

款
と
細
則
に
つ
い
て
勉
強
し
た
。
そ
し
て

二
月
十
七
日
に
第

一
回
の
評
議
員
会
を
開

催
し
た
。
そ
の
際
、
「理
事
は
再
任
を
さ
ま

た
げ
な
い
」
と
書
い
て
あ
る
が
、
「再
任
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
は
書
い
て
い
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。
紆
余
曲
折
が
あ

っ

た
が
、
投
票
に
い
た

っ
た
の
で
あ
る
。
役

員
は
細
則
を
遵
守
す
る
義
務
が
あ
る
と
思

う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
組
織
の
維
持

・

発
展
は
無
理
で
あ
る
。
投
票
に
際
し
て
は
、

大
塚
会
長
み
ず
か
ら
が
投
票
し
た
。
委
任

さ
れ
た
二
票
と
あ
わ
せ
て
三
票
の
投
票
だ

(4)
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っ
た
。
結
果
に
し
た
が
う
こ
と
を
前
提
に

し
た
行
動
だ

っ
た
と
思
う
。

平
林
評
議
員
　
二
月
十
七
日
の
評
議
員
会

で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
委
員
が

「や
っ
と
会

長
の
顔
を
分
か
る
よ
う
に
な

っ
た
の
に
二

年
で
変
わ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
繰
り
返

し
て
い
て
は
よ
く
な
い
。
四
年
ぐ
ら
い
が

い
い
の
で
は
」
と
考
え
て
い
た
と
思
う
。

「二
年
で
再
任
を
妨
げ
な
い
」
と
あ
る
こ

と
も
確
認
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
月
二
十

四
日
の
評
議
員
会
で
、
い
ま
の
よ
う
な
こ

と
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
二
十
五
あ
る
支

部
を
会
長
が
二
年
間
で
ど
う
や
っ
て
回
る

の
か
。
平
山
候
補
は
ど
う
し
て
も
や
り
た

い
と
言

っ
た
訳
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

鈴
木
捷
夫

（
一
〇
六
三
三
）

動
議
を
提
案

す
る
。
大
塚
会
長
が

「続
投
す
る
」
と
表

明
し
て
お
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、
こ
こ
で
議

決
し
て
は
い
か
が
か
。

神
崎
監
事
　
ち
ょ
っ
と
急
ぎ
す
ぎ
る
の
で

は
な
い
か
。
冷
静
に
討
議
し
て
ほ
し
い
。

織
内
名
誉
会
員
　
そ
も
そ
も
立
候
補
さ
れ

る
か
た
は
山
あ
る
い
は
山
岳
会
に
対
す
る

考
え
・意
見
を
表
明
し
て
ほ
し
い
。
『山
岳
』

あ
る
い
は

『山
』
に
少
な
く
と
も
考
え
の

よ
う
な
も
の
を
発
表
さ
れ
て
い
る
と
い
い

の
だ
が
、
そ
れ
が
な
い
。
賛
成
の
し
よ
う

が
な
い
。

山
田
二
郎
元
会
長

（三
四
七
三
）
平
山
さ

ん
が
立
候
補
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
理

解
す
べ
き
だ
と
思
う
。
立
候
補
し
た
の
で

は
な
く
推
薦
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を

誤
解
さ
れ
て
は
困
る
。
そ
れ
か
ら
、
こ
れ

は
伝
聞
だ
が
、
大
塚
会
長
が
選
任
さ
れ
た

と
き
、
評
議
員
会
で
い
き
さ
つ
が
あ

っ
た

ら
し
く
、
「若
返
り
を
図
る
た
め
任
期
は
二

年
で
、
あ
と
は
若
い
人
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

す
る
」
と
い
う
話
が
あ

っ
た
よ
う
だ
。
そ

う
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
評
議
員
会
は
会
長

の
任
期
が
き
て
後
任
を
推
薦
し
た
に
す
ぎ

ず
、
こ
れ
は
自
然
の
流
れ
で
あ
る
、
と
思

つゝ

。
■

「任
期
二
年
」
の
約
束
な
い

斎
藤
惇
生
前
会
長

（五
三
七
三
）

大
塚
会

長
を
推
薦
し
た
二
年
前

の
評
議
員
会
で

「任
期
は
二
年
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、

だ
れ
も
言

っ
て
い
な
い
し
、
暗
黙
の
了
解

が
あ

っ
た
こ
と
も
な
い
。
大
塚
会
長
は
、

た
し
か
に
高
齢
で
は
あ
る
が
、
医
師
と
し

て
の
立
場
か
ら
み
て
も
、
か
く
し
や
く
と

し
て
お
ら
れ
る
。

川
崎
達
夫
会
員

（八
〇
二
五
）
動
議
を
提

案
す
る
。
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

芳
賀
孝
郎
評
議
員

（四
六
三
七
）
評
議
員

会
は
見
識
が
な
く
山
岳
会
を
問
題
に
陥
れ

て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
て
く
る
の
が
残
念

で
あ
る
。
堂
々
と
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が

で
き
る
開
か
れ
た
場
で
あ
り
、
す
ば
ら
し

き
伝
統
だ
と
思

っ
て
い
る
。
大
塚
会
長
を

選
任
し
た
と
き
も
決
戦
と
な

っ
た
が
、
選

挙
で
な
く
、
す
べ
て
の
評
議
員
が
意
見
を

述
べ
た
。
ヒ
フ
テ
ィ
ヒ
フ
テ
イ
の
よ
う
な

状
況
だ

っ
た
の
で
斎
藤
会
長
に

一
任
し
た
。

そ
の
際
、
「二
年
で
代
わ
る
」
と
い
う
こ
と

だ

っ
た
。

中
世
古
隆
司
会
員

（五

一
七
八
）
自
紙
に

戻
し
た
ら
ど
う
だ
。
会
長

・
副
会
長
を
地

方
に
回
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
支
部
と
し

て
会
長
候
補
を
推
薦
し
て
も
よ
い
。

神
崎
監
事
　
評
議
員
会
が
票
決
で
決
め
た

こ
と
で
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
い
る
。
こ
れ
以

上
の
票
決
に
は
反
対
だ
。
大
塚
会
長
と
平

山
候
補
と
、
あ
と
何
人
か
は
い
っ
て
話
し

合

っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

橋
本
清
会
員

⌒六
六
〇
六
）

最
高
の
議
決

機
関
で
あ
る
総
会
を
無
視
す
る
よ
う
な
発

言
は
や
め
て
ほ
し
い
。

尾
上
昇
会
員

⌒六
〇
〇

一
）
候
補
を
推
薦

す
る
と
い
う
規
約
が
あ
る
わ
け
で
、
こ
れ

が
議
題
の
最
優
先
で
あ
る
は
ず
、
そ
れ
が

否
決
さ
れ
れ
ば
理
解
で
き
る
が
、
動
議
と

し
て
違
う
人
を
推
薦
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
。

■
設
立

の
目
的
を
大
切
に

井
上
公
利
会
員

（四
九
六
四
）
社
団
法
人

と
し
て
認
可
を
受
け
た
の
に
は
目
的
が
あ

る
は
ず
だ
。
そ
の
目
的
が
細
則
よ
り
も
重

要
で
あ
る
。
目
的
に
沿

っ
て
運
営
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「再
任
を
妨
げ
な

い
」
と
か

「再
任
し
ろ
と
は
書
い
て
い
な

い
」
と
い
う
解
釈
を
し
て
混
乱
し
て
い
る

の
は
お
か
し
い
。
評
議
員
会
で
出
し
た
こ

と
を
総
会
で
否
決
し
て
大
丈
夫
か
、
と
い

う
話
が
あ

っ
た
が
、
総
会
は
最
高
の
意
思

決
定
機
関
で
あ

っ
て
、
議
決
し
て
い
い
わ

け
で
あ
る
。

■
評
議
員
会
案
を
否
決
し
動
議
可
決

こ
こ
で
議
決
に
は
い
っ
た
。
大
塚
議
長

は

「二
、
三
の
人
か
ら
動
議
の
提
案
が
だ

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
受
け
て
採
決
し
た

い
」
と
発
言
。
ま
ず
、
動
議
で
は
な
く
、

総
会
に
提
出
さ
れ
た
第
二
号
議
案

「平
成

十
三
年
度

・
十
四
年
度
役
員

・
評
議
員
改

選
の
件
」
に
対
す
る
採
決
を
と

っ
た
。
挙

手
で
行
わ
れ
、
結
果
は
賛
成
二
十
六
、
反

対
九
十
六
だ

っ
た
。
議
長
は
、
委
任
状
も

あ
り
第
二
号
議
案
は
否
決
さ
れ
た
、
と
発

言
し
た
。

続
い
て
、
大
塚
会
長
を
会
長
候
補
と
し
　
＞

て
採
決
す
る
動
議
に
対
す
る
賛
否
を
採
決
　
＜

し
た
。
挙
手
の
結
果
、
賛
成
九
十

一
、
反

対
三
十
五
と
な
り
、
委
任
状
を
含
め
大
塚

会
長
の
再
任
が
可
決
さ
れ
た
。
会
長
が
承

認
さ
れ
た
あ
と
は
、
副
会
長

・
理
事
の
選

任
に
は
い
る
。
「会
長

一
任
」
と
い
う
声
が

あ
が
り
、
大
塚
会
長
は
、副
会
長

ｏ
理
事
、

監
事
の
候
補
と
し
て
、
さ
き
に
評
議
員
会

が
推
薦
し
た
候
補
者
を
大
塚
会
長
の
案
と

し
て
提
示
、
候
補
者
リ
ス
ト
を
読
み
上
げ

た
。
「以
上
、
一
括
し
て
承
認
を
求
め
ま
す
」

と
の
発
言
に
大
き
な
拍
手
あ

っ
た
。
評
議

員
に
つ
い
て
は
原
案
ど
お
り
拍
手
多
数
で

承
認
さ
れ
た
。
時
計
は
午
後
五
時
を
回

っ

て
い
た
。

（写
真

・
村
井
葵
、
文

・
高
橋
重
之
）
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1月 11日  ガモフ博士講演会 (医療)       私学会館

1月 27～ 28日  総務委員会セミナー (総務)      戸倉

1月 29日  第32回山岳図書を語る夕べ (図書)     本会

2月 3～ 5日  アイスクライミング講習会

(指導。青年部・集会・遭難対策)     八ヶ岳

2月 10～ 12日  スキー懇親会 (集会)       蔵王高原

2月 24～ 25日  全国支部事務局担当者会議 (総務)

東京グリーンホテル

2月 28日  第29回山岳史懇談会 (図 書)        本会

3月 11日  自然観察山行 (自 然保護)      北高尾の森

3月 15日  国際低酸素シンポジウム (医療)   ジャスパー

3月 15日  講演会「日本の山岳景観について」(科学)  本会

3月 31日  新入会員オリエンテーション(総務)     ′′

2.登 山施設の運用、その他登山のための適切な事業
*上高地山岳研究所の運用
*受入れ資料保管
*各博物館、美術館との提携強化
*海外遠征の記録、会合、行事等の記録、フイルムのビデオテープ

化による保存

3.山岳遭難の予防とその対策に関する企画及び指導
*6月 20日  事例に学ぶ近郊山域遭難対策 (集会・遭難対策)

*9月 19日  救急法講習会「山でいざと言う時に」(集会・遭難対策)

*11月 7日 テーピング講習会 (集会)

*2月 中旬 雪崩ビーコン講習会 (指導 0学生部・遭難対策)

*山岳遭難データベース・ホームページの開設 (遭難対策)

4.自然保護活動の推進
*自然保護委員会による自然保護指導者養成のための「山の自然

学講座」
*自然保護委員会会報「本の目草の芽」隔月刊行
*ネパールシ・バプリにおけるラリグラス (し ゃくなげ)植林

*自然保護委員会による「高尾の森づくり」

5.機 関紙等の発行
*山岳第95年 (2000年 )の 発行
*会報659号～670号 の発行
*イ ンターネット・ホームページの更新

6.国 内及び外国山岳団体との情報交換
*国 内関係団体 (日 本山岳協会。東京都山岳連盟。日本ネパール協

会。日本ヒマラヤ協会・HAT―Jそ の他)と の連絡
*海外登山団体との機関紙の交換及び情報誌の購入

*4月 10日  ネパール登山協会会長歓迎会
*4月 13日  中国登山協会代表団歓迎会
*4月 20日  米国山岳会ウィッタカー氏歓迎会
*7月 18日  インド登山財団ロテラ氏歓迎会
*7月 19日  韓国登山文化院訪問
*8月 15～ 22日  カザフスタン訪問
*8月 20～ 24日 アメリカ山岳会訪間
*10月 6日  ボリビア山岳会訪間
*10月 16～ 23日  日韓友好学生登山
*10月 26～ 29日  カナダ山岳会年次総会
*12月 4日  カナダ山岳会会長歓迎会

7口 海外登山等
*6月 7～ 30日  第11次マッキンリー気象観測機器設置登山隊

(最終)

*8月 4～ 20日  アルバータ峰登山・トレッキング

8.そ の他目的を達成するために必要な事業
*山岳図書の整備
*山研ミニ水力発電装置本格稼動 (ミ ニ水力発電実行委員会)

*海外登山基金による助成
*第4回会員アンケー トの実施
*百年史の準備
*そ の他

側 日本山岳会 平成12年度事業報告
2000`年 4月 1日 ～2001年 3月 31日

1。 登山の指導と奨励に必要な集会、研修会、講演会、展覧会、及び

シンポジウムの開催

4月 1日  11年 度後期新入会員オリエンテーション(総務)本会

4月 14日  鳥海山ワシタカ調査 (自 然保護)     酒田市

5月 11日  学生部総会 (学生)            本会

5月 13日  第2回「新日本山岳誌」編集会議       本会

5月 15日  山研ミニ水力発電完正式及び運転

(ミ ニ水力発電。科学)        上高地山研

5月 20日  支部長会議 (総務)     東京グリーンホテル

5月 20日 .通常総会 (総務)      東京グリーンホテル

5月 27～ 28日  若葉会山行 (集会)        下北半島

6月 1～ 7月 10日  山のスケッチ展 (山 研・スケッチクラブ)山研

6月 3～4日  第20回 日本登山医学シンポジウム (医療) 本会

6月 3～4日  新入会員のための徳本峠越えとウエストン祭

(山 研)               上高地

6月 4日  ウエス トン祭 (信濃支部)        上高地

6月 10日  第7回「古道を歩く」(図書)   富士山旧登山道

6月 9～ 12日  白神山地体験造林作業 (自 然保護)  自神山地

6月 19日  委員会。同好会連絡会議 (総務)       本会

6月 22日  入門講座「登山者の保身術」(集会)      ′′

6月 24～ 25日  小川山集会 (学生)      奥秩父小川山

6月 29日  講座 夏の天気図の読み方 (科学)     本会

7月 1～ 2日 探索山行「大分水嶺に高山植物を訪ねる」(科学)

湯の丸

7月 6～ 7日 全国山岳遭難対策協議会 (遭難対策)  米子市

7月 17～27日  日本山岳会所蔵「山岳絵画展」(山 研・資料)山研

7月 30～ 9月 2日  支部企画展「石川の山々」(山 研。石川支部)

山研

8月 15～ 22日  天山サミット参加 (学生)   カザフスタン

8月 17～20日  インタープリター養成セミナー (山 研) 山研

8月 19～ 21日  フォーラムイン後援シンポジウム (自 然保護)

秋山郷

8月 22日  自然観察山行 (自 然保護)         苗場

9月 9日  名誉会員を囲む会 (総務)         本会

9月 16～ 17日  全国支部懇談会 (東九州支部)    別府市

9月 21日  山野井泰史夫妻講演会 (青年部)       ′′

9月 25日 ～10月 27日  山岳写真展「こころに映える山々」

(山 研。フォトクラブ)          山研

9月 27日  ツアーリーダー講習会 (医療)       本会

9月 30日  新入会員オリエンテーション(総務)     ′′

10月 1～ 5日  国際登山医学会総会 (医療・海外)    チリ

10月 14～ 15日  自然保護全国集会 (自 然保護)    荒島岳

10月 14～ 15日  焼岳登山とミニ水力発電見学・講演会

(科学・山研)               山研

10月 15日 スポーツクライミング講習会 (集会・指導)

昭島市体育館

10月 21日 全国山岳博物館連絡会議 (資料)      本会

10月 27日 第9回山を語る(図書)           ′′

11月 1日  山岳映画会「雪の薬師、槍越え」(フ イルムビデオ)″

11月 16日 アルバータ峰報告会 (海外)         ′′

11月 18日 大学山岳部監督会議 (学生)

11月 18日 「八千米峰登頂者アンケート」中間報告 (高所)

11月 19日 第37回マラソン大会 (学生)      皇居外苑

11月 25日 シンポジウム「登山者の立場から山のトイレ問題を

考える」(科学・自然保護)

12月 2日  支部長会議 (総務)    新高輪プリンスホテル

12月 2日  年次晩餐会 (総務)        ′′

12月 2日  西暦2000年記念「山岳写真展」   ′′

12月 3日  年次晩餐会記念山行 (集会)        富山

12月 11日 高所登山に関するシンポジウムとアンケー ト発表

(高所)               千駄ヶ谷

12月 17日 クライミング集会・コンペ (青年部)多摩スポーツ会館

(6)
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料

費

課

費

料

費

費

料

費

公

道

　

　

品

数

生

険

繕

　

水

話

議

備

手

厚

税

熱

　

　

器

替

利

保

修

租

光

電

会

什

振

福

通 信 ・ 運 搬 費

事 務 所 管 理 費

そ の 他 管 理 費

負  担  金

賃  借  料

雑     費

管 理 費 計

3.固 定資産取得支出

什器備品購入支出

固定資産取得支出計

4.特 定 預 金 支 出

秩父宮記念賞基金支出

長期計画積立金支出

海外登山基金支出

終身会費積立金支出

特定預金支出計

5.予   備  費

予  備  費

1,800,000

300,000

400,000

500,000

600,000

450,000

300,000

300,0010

700,000

250,000

1,000,000

3,000,000

150,000

3,240,000

1,000,000

30,240,000

709,222

319,310

98,261

605,800

637,689

433,020

130,538

0

634,690

245,853

935,701

2,963,613

120,000

3,240,000

1,062,502

25,726,627

1,090,778

△19,310

301,739

△105,800

△37,689

16,980

169,462

300,000

65,310

4,147

64,299

36,387

30,000

0

△62,502

4,513,373

0

△190,000

△190,000

0

0

△7,043,305

△100,000

△750,000

△7,893,305

0

1,500,000

正味財産増減計算書
平成12年 4月 1日 ～平成13年 3月 31日

収 支 計 算 書
平成12年 4月 1日 ～平成13年 3月 31日

(注)1「社団法人国土緑化推進機構」助成金 ¥1,000,000
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13,893,305
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書
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部

・
事

出

図

調

指

支

費

計

費

当

搬

費

　

手

運
　
　
理
　
・

信

業

　

料

通

事

管

給

海 外 諸 関 係 費

山岳研究所運営費

海外登山補助費

そ の 他 事 業 費 。

印 刷 ・ 製 本 費

文具・消耗品費

印 刷 ・ 製 本 費

旅 費 ・ 交 通 費

11,300,000

600,000

2,734,000

1,270,000

12,200,000

400,000

4,040,000

1,500,000

9,000,000

700,000

5,300,000

49,044,000

10,045,082

285,776

3,462,372

1,267,775

11,832,102

363,824

4,134,855

1,600,000

8,694,681

1,100,907

5,027,419

47,814,793

11,689,655

306,772

823,091

770,910

1,254,918

314,224

△728,372

2,225

367,898

36,176

△94,855

△100,000

305,319

△400,907

272,581

1,229,207

12,400,000

350,000

1,800,000

1,700,000

710,345

43,228

976,909

929,090

86,784,000 87,624,725 △840,725

△4,174,000 1,189,145 △5,363,145

当期支出合計 (C)

当期収支差額(A)― (C)

次期繰越収支差額(B)― (C) 13,487,111 18,850,256 △ 5,363,145

科   目 予 算 額 決 算 額 差  異 備考

I.収 入 の 部

1.基本財産運用収入

基本財産利息収入

2.会 費・入会金収入

入 会 金 収 入

復 活 会 費 収 入

通 常 会 費 収 入

終 身 会 費 収 入

会費・入会金収入計

3.事 業 収 入

広 告 料 収 入

印 税 収 入

刊行物頌布収入

その他事業収入

山研使用料収入

事 業 収 入 計

4.補 助 金 等 収 入

補 助 金 収 入

5.寄 付 金 収 入

寄 付 金 収 入

募 金 収 入

寄 付 金 収 入 計

6。 雑  収  入

受 取 利 息

雑  収  入

雑 収 入 計

7.特 定預金取崩収入

図書出版研究基金取崩収入

40,000

4,800,000

0

67,000,000

0

71,800,000

1,800,000

20,000

250,000

4,200,000

3,500,000

9,770,000

0

0

0

0

200,000

800,000

1,000,000

23,589

3,760,000

240,000

67,527,000

750,000

72,277,000

1,981,980

0

209,690

4,232,512

3,090,410

9,514,592

100,000

0

100,000

184,630

670,754

855,384

1,000,000

5,043,305

16,411

1,040,000

△240,000

△527,000

△750,000

△477,000

△181,980

20,000

40,310

△32,512

409,590

255,408

△100,000

0

△100,000

15,370

129,246

144,616

△1,000,000

△5,043,305

(注)1

当期収入合計(A)

前期繰越収支差額

収入合計  (B)

82,610,000

17,661,111

88,813,870

17,661,111

△6,203,870

0

100,271,111 106,474,981 △6,203,870

科   目 金    額

I.増加の部

1。 資産増加額

当 期 収 支 差 額

棚 卸 資 産

秩父宮記念賞基金

長 期 計 画 積 立 金

終 身 会 費 積 立 金

海 外 登 山 基 金

什 器 備 品

2.負債減少額

増 加 額 合 計

Ⅱ.減少の部

1。 資産減少額

図書出版研究基金

2。 負債増加額

減 少 額 合 計

当期正味財産減少額

前期繰越正味財産額

期末正味財産合計額

1,189,145

388,457

1,000,000

12,043,305

750,000

100,000

190,000 15,660,907

15,660,907

5,043,305 5,043,305

5,043,305

10,617,602

399,648,487

410,266,089

科   目 予 算 額 決 算 額

(7)

0
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科 目 前期末残高 当期増加

貸付信託 (中央三井信託銀行)

ク (日本信託銀行)

7,580,000

420,000

0

0

0

0

7,580,000

420,000

合  計 (基  本  金) 8,000,000 8,000,000

2日 基本財産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

3.次期繰越収支差額の内容 とお である。

4口 固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高は、

次のとお りである。

財 産 目 録
平成13年 3月 31日

貸 借 対 照 表
平成13年 3月 31日 現在

計算書類に対する注記

1.重要な会計方針

(1)有価証券の評価基準及び評価方法について

基本財産の貸付信託は、総平均法による原価基準を採用して

いる。

(2)固定資産の減価償却について

建物及び什器備品の減価償却は行っていない。

(3)弓 1当 金の計上基準について

退職給与引当金は期末退職給与の要支給額の218%に 相当す

る額を計上している。

(4)資金の範囲について

資金の範囲には、現金預金、未収会費、前受会費及び預り金

を含めている。なお、前期末及び当期末残高は、左記 3に 記

載のとおりである。

[1]資 産 の 部

1。 流 動 資 産

現金預金

現金 現金手許有高

振替貯金

東京地方貯金局

普通預金

あさひ銀行市谷支店

東京三菱銀行市谷支店

中央三井信託銀行本店

中央三井信託新宿西口支店

日本信託銀行本店

未収会費 377名 分

その他未収金

棚卸資産 注 1)

流動資産合計

2。 固 定 資 産

(1)基 本財産

貸付信託

中央三井信託銀行本店

日本信託銀行本店

基本財産合計

(2)そ の他固定資産 注 2)

土      地    57.91484ポ

建   物   432.63ピ

什器・備品

敷   金

秩父宮記念賞基金 (定期預

金・あさひ市ヶ谷)

長期計画積立金 (定期預

金・郵便貯金)

長期計画積立金 (定期預

46,297,170

144,423,000

9,784,982

300,000

13,000,000

科   目 金    額

産

基 本 財 産 合 計

そ の 他 固 定 資 産

土     地

建     物

什 器 備 品

敷     金

秩父宮記念賞基金

長期計画積 立金

海 外 登 山 基 金

終身会費積 立金

退職給与引当預金

その他固定資産合計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

[2]負 債 の 部

1。 流 動 負 債

前 受 会 費

預   り  金

流 動 負 債 合 計

2。 固 定 負 債

退 職 給 与 引 当 金

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

[3]正味財産の部

正  味  財  産

(う ち 基 本 金 )

(当 期正味財産増加額)

負債及び正味財産合計

託

[1]資 産 の 部

1。 流 動 資 産

現

振  替  貯

普  通  預

定  期  預

未  収  会

そ の 他 未 収

棚  卸  資

流 動 資 産 合

2。 固 定 資 産

基  本  財

貸 付 信

21,064,212

415,364,289

8,000,000

394,300,077

8,000,000

46,297,170

144,423,000

9,784,982

300,000

13,000,000

57,593,305

93,600,000

16,610,000

4,691,620

386,300,077

271,000

135,580

406,580

5,098,200

4,691,620

4,691,620

410,266,089

(8,000,000)

(10,617,602)

415,364,289

備  考科 目 前期末残高 当期末残高

13,967,351

4,068,000

0

13,947,856

4,524,000

784,980

金

費

金収

預

会

未

金

収

他の

現

未

そ

18,035,351 19,256,836合    計

前 受 会 費

預   り   金

184,000

190,240

271,000

135,580

合    計 374,240 406,580

18,850,256次期繰越収支差額 17,661,111

科 目 取 得 価 格1減価償却累計額1当期末残高

建

什 器   備

物 144,423,000

9,784,982

144.423。0001     01
9,594,9821          01

計合 154,0L7,9821 01  154,207,982

金 額科

161,695

1,551,499

10,072,758

177,659

75,597

21,272

1,887

7,580,000

420,000

8,000,000

5,043,305

(8)

金

金

金

金

費

金

産

計

161,695

1,551,499

12,234,662

0

4,524,000

784,980

1,807,376
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合 計 9,784,982

V T R001 NWV

ファクシミリ JAX-9

4. 5。 11

4.10。 19

5。  3.20

5。  3.20

5。  3.20

11。 11.30

13. 2.28

250,000

320,000

250,000

280,000

250,000

大町山岳博物館

河口湖町立美術館

本     会

本     会

松本アルプス山岳館

本     会

松本アルプス山岳館

本     会

本     会

本     会

松本アルプス山岳館

本    会

伯者国山岳美術館

松本アルプス山岳館

本    会

本     会

本    会

伯者国山岳美術館

本     会

本     会

松本アルプス山岳館

松本アルプス山岳館

松本アルプス山岳館

本    会

上高地山岳研究所

上高地山岳研究所

伯者国山岳美術館

伯者国山岳美術館

本     会

上高地山岳研究所

本     会

本     会

本    会

本     会

伯者国山岳美術館

本     会

松本アルプス山岳館

本    会

本     会

上高地山岳研究所

本     会

本    会

本    会

金・東京三菱市ケ谷)

海外登山基金 (定期預金・

あさひ市ヶ谷)

終身会費積立金 (定期預
金・あさひ市ヶ谷)

退職給与引当預金 (定期預
金・あさひ市ヶ谷)

その他固定資産合計

固定資産合計

資産合計

[2]負債の部

1。 流 動 負 債

前受会費  (平成13年度会

費21名分)

預り金 職員に対する源泉

所得税その他

流動負債合計

2。 固 定 負 債

退職給与引当金

固定負債合計

負債合計

正 財 産

注 1)

注2)そ の他固定資産内訳
1.建物および土地

52550,(XX)

93,600,000

16,610,000

4,691,620

ナショナル冷凍冷蔵庫

NR-041VP2-H

ナショナル29イ ンチテレビ

TH‐29VS35

ナショナルBS付ビデオ

HV¨BS50S

ミニ水力発電装置

シャープ・ノートパソコン

岳

麓

樺

猿

島

り

峰

山

)

ス

ン

カンチ ェンジュ ンガ

ユ ン グ ラ ラ ウ

涸 沢 よ り 北 穂 高

槍  ヶ 岳 初 夏

カンチェンジュンガ

北 穂 高 滝 谷

或 朝 の 槍 ヶ 岳

北 穂 高 主 峰

槍   ヶ   岳

タ ン ボ チ ェ の 僧 院

シ ェ ル パ ニ の 親 子

冬 の 山 (清 太 山 )

梓  月1 秋  色

早朝の上高地山岳研究所

旧上高地山岳研究所

焼  岳  秋  趣

ナムチャバルワ峰暮色

白  馬  雪  田

上 高 地 秋 景

マ チ ャ プ チ ャ レ

朝       霧

白 樺 の 林

麓       春

ヒマラヤダージリンにて

山研

3,816,750

190,000 事務所

財産目録記載外のその他物品リスト(主 として受贈品)

2.絵画

白

　

　

よ

譴

神

画

ラ

テ

山

の

　

半

峠

蘇
一
耐

噸

グ

ラ

士

池

　

・里
木

か

の

リ

ル

．
代
　
　
．

ノ

枡

冬

け

・
ン

白

富

田

群

伊

針

徳

初

鳥

メ

モ

油 一 A50
油 一 A25
油変形 -6
墨   絵

油 -10

油 -10

墨   絵

油 -10

墨   絵

エ ッチング

エッチング

エッチング

7由

水 彩 -6

油 -10
パ ス テ ル

油 -25

油 -25

油 -25

油 一 P8
水 彩 -4

水 彩 -4

墨   絵

油 -12

版 画 -8

水 彩 -10

版 画 -8

油 -10

日 本 画

油 一 F20
油 -20

水 彩 -8

7由  -  6
油 一 P50
油 一 F4
7由

7由

7由

7由  -  6
7山  -  6
7由  -  6
水   彩

中村清太郎

茨木猪之吉

中村清太郎

石井 鶴三

茨木猪之吉

茨木猪之吉

石田 吟松

茨木猪之吉

石井 鶴三

山里 寿男

山里 寿男

中村清太郎

矢崎千代二

足立源一郎

足立源一郎

足立源一郎

足立源一郎

清野  恒

清野  恒

近藤 茂吉

後藤 三男

松田 敏男

松田 敏男

鈴木 正俊

神原 忠夫

丸山 晩霞

後藤 三男

武井  清

越智 英夫

茨木猪之吉

倉員 辰雄

上野 春香

武井  清

後藤 三男

藤江幾太郎

レオン・アマン

金光 義郎

辰沼 広吉

カナダ山岳会

茨木猪之吉

2。 10

53. 9。 28

54. 6.23

56. 8. 8

1,500,000

250,000

280,300

254,000

図書室

事務所

図書室

事務所

図書室

事務所

一　
　
一
　

一

ク

春

都

タ

ン

古

ル　の
ケ　
一

セ

野

ヤ

バ

ル

山

ラ

ム

曇

一

ル

タ

安

ヒ

ア

ケ

2.什器備品

書庫内移動書架一式コンパックル

閲覧用テーブル (木製 2台 )

ライティングビューロー (木製)

フィルム収納キャビネット

(ス チール製)

図書カード容器 (木製 3段 )

書棚 (木製 2段 )

16mm 映写機16-CL(MO)

木製書架ガラス戸付 (2台 )

シャープ液晶ビジョンー式

56。  9。 12

56.12.22

61. 5。 13

62. 9。 24

1112. 7.19

200,000

500,000

156,000

700,000

587,932

アルバータとビッケル

題 名 不 詳  24枚

386,300,077

271,000

135,580

4,691,620

4,691,620

5,098,200

410,266,089

種 麺 摘 要 金  額

干U  行   物

服 飾 品 ・ そ の 他

山岳総索引、山岳覆刻版等

クラブタイ、タイ止等

621,950

1,185,426

合 計 1,807,376

A 事務所及び図書室

場所 東京都千代田区四番町 5番 4号

構造 鉄筋コンクリート造、陸屋根、地下 1階付

5階建

(事務所)区分所有建物 1階部分 103.32ぽ

宅地持分  1,124.56ピ ×339/10,000

=38。 122584rlf

(図書室)区分所有建物 1階部分 5522ピ

宅地1寺分  1,124。56ピ ×176/10,000

==:19。 792256n12

計 158.54ぽ 宅地持分 57.91484ぽ 72,720,170

B 上高地山岳研究所

場所 長野県南安曇郡安曇村4469番 地 1

構造 鉄筋コンクリート造 (一部木造)1棟
274.091n2 118,000,000

計合 190,720,170

月 日

油
-1

(9)
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4月 15日   植樹祭 (自 然保護)

4月 21日   植樹手直し(自 然保護)

4月 中旬  スポーツクライミング講習会 (指導)

4月     学生部総会 (学生)           本会

5月 初旬  山岳写真講座 (フ ィルムビデオ)

5月 12日   第8回高尾の森づくり(自 然保護)

5月 18日   支部長懇談会 (総務)   東京グリーンホテル

5月 19日   支部長会議 (総務)        ′′

5月 19日   通常総会 (総務)         ′′

5月 19020日 クラック・クライミングの講習会 (青年部。指導)

小川山

5月 25。 26日 第21回 日本登山医学シンポジウム (医療)

5月 26・ 27日 若葉会山行 (集会)

5月     国際山岳年実行委員会準備会 (海外)

5月     新入部員歓迎会 (学生)

6月 2・ 3日  新入会員のための「徳本峠越えとウエストン祭」

(山 研)               上高地

6月 9日   第9回高尾の森づくり(自 然保護)

6月 16・ 17日 探索山行「奥会津に高層湿原とブナ林を訪ねる」

(科学)

6月 18日   委員会。同好会連絡会議 (総務)      本会

6月 19日   テーピング講習会 (集会)

6月 中旬  自然観察山行 (自 然保護)        日光

6月     第8回古道を歩く(図書)

6月     講座「気象 :雲の形と前線」(科学)

6月     クライミングコンペin丹 沢 (学生)    丹沢

6月     講習会 救急救命法 (学生)

7月 14日   第10回高尾の森づくり(自 然保護)

7月 初旬  撮影会 (フ ィルムビデオ)    関東周辺の山

7月     全国山岳遭難対策協議会出席 (遭難対策)

8月 11日   第11回高尾の森づくり(自 然保護)

8月 中旬  自然観察山行 (自 然保護)       高尾山

8月 17・ 19日 フォーラムIN共催シンポジウム (自 然保護)

9月 8日   名誉会員を囲む会 (総務)        本会

9月 8日   第12回高尾の森づくり(自 然保護)

9月 22・ 23日 プチ。オータムコンサート(山 研)

9月 23日   初級岩登り講習会 (集会)

9月     第10回山を語る(図書)

9月    講演会「道に学ぶ」(科学)

9月     小川山懇親会 岩登り講習 (学生)

9月 29・ 30日 全国支部懇談会 (石川支部)      片山津

10月    第5回 山岳博物館連絡会議 (資料)

10月 6・ 7日  自然保護全国集会 (自 然保護)    大台ケ原

10月 11日  講演会 (青年部)

10月 13日  第13回高尾の森づ くり(自 然保護)

10月 13。 14日  新入会員のための「ミニ水力発電装置見学と焼

岳登山」               上高地

10月 20・ 21日  きのこ山行 (集会)

10月 中旬  スポーツクライミング講習会 (指導)

10月 27日  新入会員オリエンテーション(総務)   本会

10月    冬山講習会 (学生)

11月 10日  第14回高尾の森づくり(自 然保護)

11月 18日  医療委員会講演会 (医療)

11月 上旬  山岳フィルム映画上映会 (フ ィルムビデオ)

11月    第33回山岳図書を語る夕べ (図書)

11月     シンポジウム「科学的にとらえた中高年の

高所登山」(科学)

11月    大学山岳部監督会議 (学生)

11月    マラソン大会 (学生)

12月 1日   支部長会議 (総務)   新高輪プリンスホテル

12月 1日  年次晩餐会 (総務)           ′′

12月 2日   年次晩餐会記念山行 (集会)

12月 8日   第15回高尾の森づ くり(自 然保護)

1月 12～ 14日  スキー懇親会 (集会)

1月 17日   山岳医療技術セミナー (医療)

1月 下旬  アイスクライミング講習会 (指導・遭難対策)八ヶ岳

画 H・ ソマベリ 大町山岳博物館

(他の絵画、写真 省略)

2.図書

3. フ ルム・ビデオ

社団法人 日本山岳会 平成12年度の収支計算書、正味財産増減計算

書、貸借対照表、および財産目録を監査し、正確妥当なことを認め

ます。

平成13年 4月 10日

社団法人 日本山岳会         監事  神崎忠男

監事  中村 保

監 事 監 査 報 告

平成13年 4月 10日 に行った平成12年度 (平成12年 4月 1日 ～平成

13年 3月 31日 )における会計の監査ならびに期中の業務監査の結果

を、次の通り報告する。

言己

会計監査について、帳簿ならびに関係書類の閲覧等、必要と思わ

れる手続きを用いて計算書類の正確性を検討した。

業務監査については、理事会等に出席し、業務執行の妥当性を検

討した。

監査意見は次の通り。

(1)現金については、監査日当日現在の残高と、帳簿の金額は一

致し、正しく出納されているものと認める。

(2)収支計算書、正味財産増減計算書、貸借対照表、財産目録は、本

会の収支状況及び財政状態を正しく示しているものと認める。

(3)事業報告の内容は、真実であると認める。

(4)理事の職務執行に関する不正の行為または法令、定款に違反

する重大な事実はないと認める。

(5)会員サービス向上の観点から、各委員会活動の内容を見直し

整理・統合・充実を図る。

(6)別会計で処理されている事業あるいは活動を本会計に組み込

む方向で個別にその妥当性と方法を検討する。

(7)会長印の使用規定を明確にする。

以上

社団法人日本山岳会 平成13年度事業計画
2001年 4月 1日 ～2002年 3月 31日

E登山の指導と奨励に必要な集会、研修会、講演会、展覧会、及

びシンポジウムの開催

4月 1日   長野岳史氏講演会 (青年部)

題 名 不 詳  8枚
題 名 不 詳  12枚
ス ケ ッ チ ブ ッ ク

ロンブクよリエベレスト

7由 茨木猪之吉 本6 会

会

会

水   彩 茨木猪之吉 本

照

峰

残

連

馬

高

白

穂

会

会

会

会

会

会

会

本茨木猪之吉32冊

本

本

本

本

本

本

本

俊

望

望

望

望

俊

俊

正

真

真

真

真

正

正

木

暮

暮

暮

暮

木

木

鈴

小

小

小

小

鈴

鈴

安 曇 野 と 常 念 岳

岳

岳

秋

荘

ケ
　
　
晩

‐

魃
　
　
ｌ

川

ゴ

丸

ル
』
　
　
ン

瀬
　
　
ダ

洞

尾

谷

ジ

檜

書

書

和

洋

216冊

39冊

平成12年 度受入冊数

平成12年 度受入冊数

104∞冊

3574冊

フ ィ ル ム 15点   「マナスルに立つ」他

ビ デ  オ 246本

「チョモランマ北壁隊」「カンチェンジュンガ縦走」「ナンダ

コット征服 (1936)」「ナムチャバルワ(1991年総集編)」「山

を讃え山を究める:日本山岳会この10年の歩み」「日本百名

山 (全20巻 )」「花の百名山(全20巻 )」「こころの名山:日

本霊山紀行 (全 10巻 )」 他
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7.雑

受

雑

雑

収 入

息

入

計

取  利

収

収 入

200,000

800,000

1,000,000

200,000

800,000

1,000,000

0

0

0

8.特 定預 金取 崩収 入

当期収入合計 (A)

前 期繰 越 収 支差 額

収 入 合 計 (B)

82,390,000 82,610,000 △220,000

18,850,256 17,661,111

101,240,256 100,271,11

1月    冬山報告会 (学生)

2月 23024日 スキー・スノーボー ド講習会 (青年部)

2月 中旬  雪崩ビーコン講習会 (指導・遭難対策。学生部)

2月     第30回山岳史懇談会 (図書)

2月     講演会「地形図作成のための測量新技術の動向」

(科学)

2月     アイスクライミング講習会 (学生・指導)

2月 23・ 24日 支部事務局担当者会議 (総務)      本会

3月    新人勧誘対策会議 (学生)

2.山施設の運用、その他登山のための適切な事業
*上高地山岳研究所の運用
*受入れ資料保管
*各博物館、美術館との提携強化
*海外遠征の記録、会合、行事等の記録、フィルムのビデオテープ

化による保存

3日 山岳遭難の予防とその対策に関する企画及び指導
*7月  全国山岳遭難対策協議会 (文部科学省主催)出 席
*2月  雪崩と雪崩ビーコン講習会

4.自然保護活動の推進
*自 然保護委員会による自然保護指導者養成のための「山の自然

学講座」
*自然保護委員会会報「木の目草の芽」隔月刊行
*自然保護委員会による「高尾の森づくり」

5。 機関紙等の発行
*山岳第96年 (2001年 )の発行
*会報671号～682号 の発行
*イ ンターネット・ホームページの更新
*会員名簿 (2001)の発行

6.国 内及び外国山岳団体との情報交換
*国内関係団体 (日 本山岳協会。東京都山岳連盟。日本ネパール協

会。日本ヒマラヤ協会・HAT― J。 その他)と の連絡
*海外登山団体との機関紙の交換及び情報誌の購入

7.海外登山等
*日韓学生交流登山 (4月 6～ 11日 )

8.そ の他目的を達成するために必要な事業
*山岳図書の整備
*山研ミニ水力発電装置稼動運営
*海外登山基金による助成
*百周年記念事業の計画推進
*そ の他

平成13年度収支予算
平成13年 4月 1日 から平成14年 3月 31日 まで

科    目 平成13年度予算額前年度予算額 増  減 備考

Ⅱ。支 出 の 部

1.事    業   費

出 版 事 業 費

図 書 管 理 事 業 費

調 査 研 究 事 業 費

指 導 研 修 費

支 部 事 業 費

海 外 連 絡 関 係 費

海 外 登 山 補 助 費

山 研 事 業 費

そ の 他 事 業 費

通 信 運 搬 費

印 刷 製 本 費

事 業 費 計

11,080,000

600,000

3,180,000

1,300,000

12,500,000

400,000

1,600,000

4,040,000

9,000,000

5,300,000

2,400,000

51,400,000

11,300,000

600,000

2,734,000

1,270,000

12,200,000

400,000

1,500,000

4,040,000

9,000,000

5,300,000

700,000

49,044,000

△220,000

0

446,000

30,000

300,000

0

100,000

0

0

0

1,700,000

2,356,000

2.運 営 管 理 費

給 料 手 当

文 具 消 耗 品 費

印 刷 製 本 費

旅 費 交 通 費

通 信 運 搬 費

火 災 保 険 料

営   繕   費

租 税 公 課

光 熱 水 道 費

電   話   料

会   議   費

什 器 備 品 費

振 替 手 数 料

福 利 厚 生 費

事 務 所 管 理 費

そ の 他 管 理 費

負   担   金

賃   借   料

雑      費

管 理 費 計

12,400,000

300,000

1,000,000

700,000

1,200,000

320,000

300,000

500,000

600,000

470,000

300,000

300,000

700,000

300,000

1,000,000

3,000,000

120,000

3,240,000

1,000,000

27,750,000

12,400,000

350,000

1,800,000

1,700,000

1,800,000

300,000

400,000

500,000

600,000

450,000

300,000

300,000

700,000

250,000

1,000,000

3,000,000

150,000

3,240,000

1,000,000

30,240,000

0

△50,000

△800,000

△1,000,000

△600,000

20,000

△100,000

0

0

20,000

0

0

0

50,000

0

0

△30,000

0

0

△2,490,000

3.固 定 資 産取 得 支 出

什器備品購入支出

固定 資 産取 得 支 出

0

0

0

0

0

0

4.特 定 預 金 支 出

長期計画積立金支出

秩父宮記念賞基金支出

退職給与引当預金支出

特 定 預 金 支 出 計

5,000,000

1,000,000

0

6,000,000

5,000,000

1,000,000

0

6,000,000

0

0

0

0

5。 予

予

備

備

費

費 1,500,000 1,500,000 0

当期 支 出合 計 (C)
当期収支差額(A)― (C)

86,650,000 86,784,000 △134,000

△4,260,000 △4,174,000

次期繰越収支差額(B)― (C) 14,590,256 13,487,111

科 目 平成13年度予算額前年度予算額 増  減 備考

I。 収 入 の 部

1.基 本財 産運 用 収 入

基 本 財 産利 息収 入 30,000 40,000 △10,000

2.入 会 金 収 入

入   会   金 4,000,000 4,800,000 △800,000

費  収  入

常  会  費

3。 会

通 67,000,000 67,000,000 0

4.事 業 収 入

広 告 料 収 入

印 税 収 入

刊 行 物 売 上 収 入

山 研 使 用 料 収 入

そ の 他 事 業 収 入

事 業 収 入 計

2,900,000

10,000

250,000

3,000,000

4,200,000

10,360,000

1,800,000

20,000

250,000

3,500,000

4,200,000

9,770,000

1,100,000

△10,000

0

△500,000

0

590,000

5.補 助 金 等 収 入

補 助 金 収 入 0 0

付 金 収 入

付 金 収 入

6.寄

寄 0 0 0

(11)



山 674-2001。 7・ 20(第二種郵便物認可)

JAC
支部だより

団
Ｈ
田

大
輌
山
山
行

全国各地の支部から1独自の活動状況を
リポー トします。

四
月
二
十
九
日
、
本
年
度
最
初
の
支
部

山
行
が
新
支
部
長
佐
々
本
民
秀
氏
の
案
内

に
よ
り
、
北
栗
駒
山
群
の

一
峰

・
大
前
山

に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
。
参
加
者
は
会
員

外
を
含
め
て
二
十
三
名
。

国
道
三
四
二
号
線
は
冬
季
閉
鎖
さ
れ
て

い
た
が
、
こ
の
時
期
、
多
い
と
こ
ろ
で
四
、

五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
雪
壁
の
間
を
通
行
で

き
る
。
交
通
量
が
少
な
い
の
で
、
登
り
口

で
も
あ
る
追
い
越
し
車
線
の
あ
る
片
側
に

駐
車
す
る
。

四
月
末
と
も
な
る
と
、
山
に
は
駆
け
足

で
春
が
や
っ
て
く
る
。
里
山
は
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
と
春
も
み
じ
で
彩
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

こ
は
ま
だ
十
分
に
雪
が
あ
る
。
美
し
い
ブ

ナ
林
の
斜
面
に
入
り
尾
根
に
取
り
付
く
。

夏
は
藪
で
苦
労
す
る
が
、
固
雪
を
踏
ん
で

登
れ
る
こ
の
季
節
は
あ
り
が
た
い
。
尾
根

上
は
雪
庇
も
落
ち
、
わ
ず
か
に
ク
ン
バ
ス

が
覗
く
が
歩
き
や
す
い
。
栗
駒
山
群
を
は

じ
め
焼
石
、
高
松
山
群
な
ど
の
山
々
が
雪

の
帽
子
を
か
ぶ
り
輝
い
て
い
る
。
目
の
前

に
は
マ
ン
サ
ク
が
可
愛
げ
に
咲
い
て
い
る
。

県
境
の
尾
根
は
幾

つ
も
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
を
繰
り
返
し
延
び
て
い
る
。　
一
部
日
当

た
り
の
よ
い
尾
根
は
雪
が
消
え
、
藪
こ
ぎ

も
あ
る
が
長
く
は
続
か
な
い
。

ウ
グ
イ
ス
の
鳴
き
声
は
心
を
和
ら
げ
、

足
ど
り
を
軽
く
す
る
。

最
後
の
急
斜
面
を
登

っ
て
雪
面
の
大
繭

山
に
着
く
。
快
晴
に
恵
ま
れ
大
パ
ノ
ラ
マ

の
下
で
昼
食
。
有
意
義
に
春
山
を
堪
能
し

た

一
日
だ

っ
た
。

⌒柳
田
勇
悦
）

第
三
十
九
回
木
暮
理
太
郎
翁

碑
前
懇
親
会

今
年
も
五
月
二
十
六
、
二
十
七
日
、
自

樺
の
若
葉
が
み
ず
み
ず
し
い
奥
秩
父

・
金

山
平
に
、
本
部
か
ら
森
、
中
尾
両
評
議
員
、

河
西
理
事
を
は
じ
め
毎
回
訪
れ
る
懐
か
し

い
顔
ぶ
れ
が
四
十
名
集
ま

っ
た
。
遠
く
関

西
支
部
か
ら
宗
賞
二
郎
、
慶
子
夫
妻
、
東

京
か
ら
車
椅
子
の
浅
野
孝

一
夫
妻
も
駆
け

つ
け
、
山
梨
支
部

・
長
沢
洋
会
員
の
愛
娘
、

渓
ち
ゃ
ん
も
加
わ

っ
て
い
た
。

残
念
だ

っ
た
の
は
、
毎
回
こ
の
懇
親
会

の
ホ
ス
ト
役
を
続
け
て
き
た
山
村
正
光
会

員
が
突
然
の
病
で
欠
席
、
支
部
役
員
が
不

慣
れ
の
た
め
十
分
な
心
配
り
が
で
き
ず
、

寂
し
い
思
い
を
さ
れ
た
方
も
い
ら
し
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

前
夜
祭
は
こ
の
集
い
の
名
物
料
理
を
今

年
も
堀
口
、
今
井
会
員
が
腕
を
ふ
る
い
、

イ
ワ
ナ
の
骨
酒
、
ヤ
マ
メ
の
塩
焼
き
、
コ

シ
ア
ブ
ラ
、
タ
ラ
の
芽
、
ヨ
モ
ギ
な
ど
の

山
菜
の
天
ぷ
ら
が
テ
ー
ブ
ル
狭
し
と
並
ん

だ
。古

屋
支
部
長
の
歓
迎
の
挨
拶
に
続
き
河

西
理
事
は
、
本
暮
翁
が
若
い
こ
ろ
両
親
か

ら
二
十
円
小
遣
い
を
も
ら
い

（明
治
二
十

年
代
）
、
使
い
切
る
ま
で
山
行
を
続
け
た
な

ど

『山
の
憶
ひ
出
』
に
は
な
い
裏
話
を
披

露
。
ま
た
最
長
老
の
浅
野
孝

一
会
員
が
、　
　
わ

目
下
本
暮
翁
の
伝
記
を
執
筆
中
で
、
い
ず
　
は

れ
会
報

『山
』
に
発
表
し
た
い
と
元
気
の

あ
る
と
こ
ろ
を
見
せ
、
懇
談
会
を
盛
り
上

げ
た
。

碑
前
祭
は
二
十
七
日
朝
、
小
雨
の
煙
る

中
で
行
わ
れ
た
。
支
部
の
菊
島
会
員
が
献

酒
を
た

っ
ぷ
り
捧
げ
、
神
、
仏
事
で
は
な

い
か
ら
と
中
尾
評
議
員
の
音
頭
で
、
古
屋

支
部
長
差
し
入
れ
の
ワ
イ
ン
で
乾
杯
。
森

評
議
員
の
記
念
講
話
は
、
秩
父
多
摩
甲
斐

国
立
公
園
の
名
称
変
更
問
題
で

「甲
斐
」

が
加
わ
る
ま
で
の
経
緯
、
さ
ら
に
、
日
本

山
岳
会
に
関
係
あ
る
碑
と
し
て
、
埼
玉
県

の
三
峰
山
か
ら
雲
取
山

へ
の
稜
線
、
地
蔵

峠
の
先
に
「秩
父
宮
」
の
レ
リ
ー
フ
が
あ
る

か
ら
ぜ
ひ
訪
れ
て
ほ
し
い
、
と
話
さ
れ
た
。

若葉が美しい金山平の木暮翁碑前で

4月 末でも大莉山の頂上は残雪がいっぱい !

山
梨
支
部
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記
念
山
行
は
天
気
が
不
安
定
で
降
雨
の

懸
念
も
あ

っ
て
予
定
を
変
更
。
五
月
二
十

日
に
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
て

行
わ
れ
た

「全
国
植
樹
祭
」
会
場

（瑞
惜

山
麓
）
を
見
学
し
、
須
玉
町
営

「増
富
の

湯
」
で
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
に
つ
か
り
、
昼
食

後
再
会
を
約
し
て
解
散
し
た
。

追
伸

・
大
勢
の
方
々
か
ら
差
し
入
れ
を

い
た
だ
き
、
ま
た
山
村
会
員
を
励
ま
す
温

か
い
寄
せ
書
き
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（坂
本
　
桂
）

室
賀
新
支
部
長
選
出
と

平
成
十
三
年
度
事
業
計
画

一
、
支
部
総
会
　
五
月
十
二
日

（土
）

山
形
県
小
国
町
泡
ノ
湯
温
泉

「三
好
荘
」

参
加
者
二
十
九
名
、
委
任
状
に
よ
る
委
任

者
百
四
十
九
名
、
計
百
七
十
八
名
。

新
支
部
長
に
室
賀
輝
男
氏
を
選
出
し
た
。

二
、
懇
親
登
山
　
五
月
十
三
日

（日
）

倉
手
山

（九
五
二
メ
ー
ト
ル
）
登
山
は

雲
ひ
と
つ
な
い
快
晴
に
恵
ま
れ
、
残
雪
に

輝
く
雄
大
な
飯
豊
連
峰
の
眺
め
が
感
動
的

で
あ

っ
た
。

三
、
高
頭
祭

（第
四
十
四
回
）
七
月
二
十

五
日
（水
）

弥
彦
山
大
平
園
地
午
後
三
時

集
合
。

＊
事
前
の
参
加
申
し
込
み
は
不
要
。

四
、
支
部
晩
餐
会

（第
十
二
回
）
十
二
月

八
日
（土
）

新
潟
東
映
ホ
テ
ル

（越
後
の

サ
ロ
ン
と
し
て
開
催
）
。

五
、
「五
十
嵐
基
金
」

（百
万
円
）
に
つ
い

て
　
故
五
十
嵐
篤
雄
前
支
部
長
夫
人
よ
り

寄
付
さ
れ
た
基
金
の
有
効
な
活
用
方
法
に

つ
い
て
ご
意
見
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら

支
部
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

目
目
田

好
天
に
恵
ま
れ
て

第
五
十
五
回
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭

一
八
九

一
年

（明
治
二
十
四
年
）
、
ウ

ェ

ス
ト
ン
が
徳
本
峠
を
越
え
て
上
高
地
に
入

っ
て
か
ら
今
年
で
百
十
年
。
幾
度
か
の
変

遷
を
経
て

一
九
四
七
年

（昭
和
二
十
二
年
）
、

今
の
場
所
に
レ
リ
ー
フ
が
建
立
さ
れ
、
そ

の
復
旧
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
祭
典
が
第

一
回
ウ

ェ
ス
ト
ン
祭
、
数
え
て
五
十
五
回

を
迎
え
る
こ
と
と
な

っ
た
。
「上
高
地
開
山

祭
」
が
春
を
告
げ
る
祭
典
な
ら
、
さ
し
ず

め

「ウ

ェ
ス
ト
ン
祭
」
は
夏
の
開
山
祭
と

位
置
付
け
ら
れ
て
、
定
着
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

六
月
二
日
、
例
年
に
な
い
雪
の
多
さ
に

四
苦
八
苦
し
た
昨
年
に
比
べ
、
道
も
整
備

さ
れ
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
、
七
百
五
十

名
近
い
記
録
的
な
人
た
ち
に
、
峠
越
え
を

楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は

感
激
で
あ

っ
た
。

二
、
二
人
の
連
れ
と
行
き
交
う
人
の
全

く
い
な
い
熊
笹
を
か
き
分
け
て
歩
い
た
百

年
前
の
ウ

ェ
ス
ト
ン
の
姿
を
想
像
す
る
と
、

そ
の
探
検
心
に
頭
が
下
が
る
思
い
で
あ
る
。

ウ

ェ
ス
ト
ン
祭
が
安
曇
村
の
年
中
行
事

の

一
つ
に
数
え
ら
れ
る
感
も
あ
る
と
は
い

え
、
早
朝
よ
り
湯
茶
の
接
待
を
し
て
く
だ

さ
る
地
元
婦
人
会
の
皆
さ
ん
、
学
校
行
事

と
し
て
記
念
山
行
に
参
加
さ
れ
て
い
る
百

六
十
名
の
安
曇
小
中
学
校
の
生
徒
、
父
兄

の
皆
さ
ん
に
は
、
改
め
て
感
謝
、
感
謝
で

あ
る
。

六
月
二
日
、
緑
の
ま
ば
ゆ
い
中
、
大
塚

会
長
を
は
じ
め
多
数
の
来
賓
と
広
場
い
っ

ぱ
い
の
参
加
者
が
集
い
、
盛
大
に
碑
前
祭

が
行
わ
れ
た
。　
一
連
の
セ
レ
モ
ニ
ー
の
の

ち
、近
藤
信
行
会
員
の

「山
の
た
の
し
み
、

山
の
文
化
」
と
題
し
て
行
わ
れ
た
記
念
講

演
は
、
短
い
制
約
さ
れ
た
時
間
の
中
で
気

の
毒
で
あ

っ
た
が
、
ウ

ェ
ス
ト
ン
と
先
人

た
ち
の
関
係
を
交
え
た
興
味
深
い
お
話
で

あ

っ
た
。

い
つ
も
思
う
。
幾
多
の
受
難
の
歴
史
の

跡
を
残
し
て
今
が
あ
る
こ
と
に
、
事
実
の

重
大
さ
を
再
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
、た
か
が
ウ

ェ
ス
ト
ン
祭
と
思
う
と
き
、

過
去
の
足
跡
を
振
り
返
れ
ば

「軽
ん
ず
ベ

か
ら
ず
ウ

ェ
ス
ト
ン
祭
」
と
。

一
時
間
余
の
式
典
終
了
。
安
曇
小
学
校

四
年
生
十

一
名
の
歌
声
、
エ
ー
デ
ル
ワ
イ

ス
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
来
年
、
ま
た
こ
の
広

場
に
響
く
こ
と
だ
ろ
う
。

今
年
も
安
全
で
楽
し
い
山
登
り
で
あ

っ

て
ほ
し
い
と
願
う
。
こ
の
地
球
に
感
謝
。

（実
行
委
員
長

・
中
野
和
郎
）

譲電皇言贔 ― 等 三 角 点 の す べ て

多摩雪雄 編 B6判 0350頁 0定価 1995円 (税込 )

都道府県別に一等三角点を地図上に明示。一等三角
点の詳細な解説、一等三角点研究の決定版。

くξ:襦
>―等三角点の名山100

B6判 0336頁・定:価 1632円 (税!込 )

100山 すべてコース図と写真入りで実用性が高い。

嘉撃言鳥―等三角点の名山と秘境
A5判・340頁 0定価 1837円 (税込)

全 国一 等三 角 点 の地方 別 の配 置 図 と全 国の一 等三 角

点 の総 覧 が付 いて い る。一 等 の 山 100座 を紹 介 。地

図が大 き く見易 い。

く第20巻>―等三角点の山々
A5判 0310頁 0定価1680円 (税込)

一 等三 角 点 の 山 シ リーズ 。 280山 の総 索 引 と高度 順

一等三角点 100座が付 いて い る。 80座 を紹介 。

第 9巻 、第 18巻、第 20巻のガイドの 山は重複 しません。

新ハイキングの見本誌はハガキで申し込めば無料で送付します。

東京都北区滝野川
03(3915)|新ハイキング社

〒l14-0023
OFAX

7-6-13
8110

新ハイキング選書

(13)

越
後
支
部
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イラスト・宇都本慎一

栗

西

口

」ヒ大
森
弘

一
郎

今
回
は
長
い
総
会
で
あ
り
、
そ
の
あ
と

に
い
ろ
ん
な
疑
間
が
参
会
者
の
心
に
残
り

ま
し
た
。
そ
の
第

一
は
、
日
本
山
岳
会
の

あ
り
よ
う
に
対
す
る
疑
間
で
あ
り
、
手
続

き
に
対
す
る
疑
問
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

決
定
し
た
こ
と
に
従
い
協
力
す
る
の
が

山
の
掟
で
す
か
ら
、
今
後
わ
れ
わ
れ
は
こ

の
決
定
に
沿

っ
て
活
動
す
べ
き
で
す
が
、

そ
の
た
め
に
も
疑
間
の
中
身
を
晴
ら
し
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

日
本
山
岳
会
に
は
定
款
と
、
定
款
に
は

表
し
さ
れ
な
い
も
の
が
伝
統
と
な

っ
て
生

き
て
い
て
、
こ
れ
に
よ
り
発
展
運
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
会
と
し
て
何
が
正

し
い
の
か
、
そ
の
理
解
の
幅
が
今
回
の
長

い
総
会
を
生
ん
だ
の
だ
と
思
い
ま
す
。

総
会
は
会
長

・
副
会
長
や
理
事

・
監
事

を
選
ぶ
場
所
で
す
が

（定
款

一
四
条

一
、

二
項
）
、
そ
の
前
に
重
要
事
項
は
評
議
員
の

意
見
を
聞
か
ね
ば

（定
款
三
二
条
）
と
あ

り
ま
す
。
こ
れ
で
は

「聞
い
て
従
う
」
の

か

「聞
く
だ
け
」
な
の
か
は

っ
き
り
し
ま

せ
ん
。
こ
れ
を
ど
う
解
釈
し
て
ど
う
運
用

し
て
い
く
か
が
伝
統
だ
と
思
い
ま
す
。
二

年
前
に
大
塚
会
長
が
選
出
さ
れ
た
評
議
員

会
の
場
に
は
私
も
居
り
ま
し
た
。
こ
こ
で

は

「聞
い
て
従
う
」
と
い
う
ル
ー
ル
に
よ

っ
て
進
ん
で
い
ま
し
た
し
、
そ
の
後
、
自

分
は

一
期
を
や
る
よ
、
と
大
塚
会
長
が
言

わ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
今
回
の
評
議

員
会
の
決
定
が
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
ル
ー
ル
で
あ
り
伝
統
だ
と
思

っ

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は

「聞
く
だ
け
」

の
形
に
な
り
ま
し
た
。
定
款
に
あ
る
矛
盾

の
ど
ち
ら
が
会
の
ル
ー
ル
な
の
か
、
決
め

て
お
く
必
要
を
感
じ
ま
す
。
私
は
今
回
の

評
議
員
会
が
出
し
た
案
に
手
を
上
げ
た
者

で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
曖
昧
さ
は
慎
重

に
討
議
し
て
は

っ
き
り
さ
せ
て
お
い
た
方

が
よ
い
と
感
じ
ま
す
。

普
通
の
組
織
の
場
合
、
総
会
の
出
席
者

に
よ
る
議
決
の
場
で
、
利
害
関
係
人
の
票

は
無
効
で
す
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
定
款
に
そ
の
こ

と
は
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
も
し

通
念
ど
お
り
だ
と
す
る
と
、
会
長
に
自
紙

委
任
さ
れ
た
委
任
状
も
、
今
回
の
評
議
員

案
を
否
決
す
る
の
に
関
し
て
は
無
効
で
あ

っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
採
決
の

前
に
、
自
紙
委
任
状
は
有
効
で
あ
る
、
と

議
長
か
ら
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
場
合
数

千
枚
の
自
紙
委
任
が
あ
れ
ば
答
は
明
ら
か

で
す
。
そ
れ
に
よ
り
採
決
の
方
向
が
決
め

ら
れ
た
可
能
性
が
残
り
ま
す
。
同
じ
答
に

な
る
に
し
て
も
、
委
任
状
は
無
効
と
し
、

こ
の
と
き
議
長
を
他
の
人
に
換
え
て
進
め

た
方
が
今
後
の
信
任
に
問
題
を
残
さ
．な
い

で
済
み
ま
し
た
。

定
款
の
言
葉
も
伝
統
も
所
詮
は
曖
昧
な

も
の
で
す
。
こ
れ
を
運
用
す
る
の
は
人
で

あ
り
、
そ
れ
が
将
来
の
伝
統
を
作
り
ま
す
。

今
回
は

一
つ
の
解
釈
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
さ
ら
に
進
め
る
と
会
長
公
選
制
に

な
る
で
し
ょ
う
。
私
は
そ
の
よ
う
な
会
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
も

一
つ
の

方
向
で
す
。
人
を
よ
く
知
る
執
行
部
が
理

事
会
ま
で
の
範
囲
で
結
論
を
作
っ
て
総
会

に
諮
る
従
来
の
方
式
を
定
着
さ
せ
る
の
か
、

こ
れ
を
変
え
て
会
員
に
よ
る
公
選
制
に
近

づ
け
る
の
か
。
今
後
の
会
の
性
格
に
か
か

わ
る
こ
と
を
、
会
員
皆
で
考
え
ね
ば
な
ら

な
い
時
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

今
回
は
い
ず
れ
に
せ
よ
、
決
定
さ
れ
た

こ
と
は
決
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
会
員
全
て
が
次
の
発
展
に
協
力

し
て
会
を
も
り
立
て
る
べ
き
で
す
が
、
こ

の
次
の
総
会
ま
で
の
与
え
ら
れ
た
猶
予
期

間
に
、
正
し
い
会
の
判
断
基
準
を
固
め
て

お
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

大
山
の
標
高
が
低
く
な
っ
た

山
陰
支
部
・
小
椋
凱
夫

中
国
地
方
の
最
高
峰
で
、
深
田
久
弥
氏

の

『日
本
百
名
山
』
に
も
選
ば
れ
て
い
る

大
山

（鳥
取
県
西
伯
郡
大
山
町
ほ
か
）
の

標
高
が
、
国
土
地
理
院
に
よ
り
五
月
二
十

日
付
で

一
七
〇
九

・
四
メ
ー
ト
ル
に
修
正

さ
れ
た
。
同
峰
は
、
昨
年
十
月
六
日
の
鳥

取
県
西
部
地
震
に
よ
り
三
角
点

（二
等

・

弥
山
）
の
標
石
が
地
盤
ご
と
北
側
に
ず
り

落
ち
た
た
め
、
国
土
地
理
院
は
東
に
約
八
　
引

メ
ー
ト
ル
移
動
さ
せ
て
設
置
し
直
し
、
改
　
Ｈ

め
て
計
測
し
た
も
の
。

同
峰
は
こ
の
地
震
以
前
か
ら
崩
壊
が
ひ

ど
く
、
こ
の
三
角
点
の
標
高
は

一
七

一
三

メ
ー
ト
ル
だ

っ
た
が
、　
一
九
六

一
年
計
測

し
直
し
の
結
果

一
七

一
〇

・
六
二
メ
ー
ト

ル
と
な
り
、
今
回
さ
ら
に

一
・
ニ
メ
ー
ト

ル
低
く
な

っ
た
。

実
は
大
山
の
最
高
地
点
は
別
に
あ
り
、

三
角
点
か
ら
尾
根
続
き
に
約
七
〇
〇
メ
ー

ト
ル
束
の

「剣
ヶ
峰
」
で
、
標
高
点
は

一

七
二
九
メ
ー
ト
ル
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
こ
の
付
近
も
近
年
特
に
崩
壊
が
ひ
ど
く

て
、
事
実
上
こ
の
地
点
に
立

つ
の
は
不
可

能
。
三
角
点
付
近
も
狭
い
た
め
、
通
常
は

少
し
手
前
の
大
山
頂
上
避
難
小
屋
の
あ
る

一̈Ⅲ辮
¨̈一̈̈一ｍ一鼎

”̈一鼎
¨̈̈
”̈̈̈
辮
¨̈”灘
柵
淵
¨̈̈
難
辮̈
朧
灘
ｍ柵
一”辮
¨̈̈
難
¨̈̈
”

¨̈
今
年
の
長
い
総
会
の
後
に

一̈雛
¨̈“̈̈
一
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一
帯
を

「頂
上
」
と
呼
び
習
わ
し
て
い
る
。

深
田
久
弥
さ
ん
と
の
平
ヶ
岳

桜
丼
昭
吉

平
ヶ
岳
は
昭
和
に
入

っ
て
も
遠
い
山
で

あ

っ
た
。
初
登
頂
の
記
録
は
大
正
四
年

（
一

九

一
六
）
七
月
、
高
頭
式
氏
が
自
沢
か
ら

登
ら
れ
た
が
、
自
宅
を
出
て
か
ら
尾
瀬
ヶ

原
ま
で
七
日
か
か
っ
て
い
る
。
そ
の
五
年

後
の
大
正
九
年
七
月
に
本
暮
理
太
郎
氏
と

藤
島
敏
男
氏
が
大
水
上
山
か
ら
県
境
稜
線

を
平
ヶ
岳
を
経
て
尾
瀬
ヶ
原
に
下

っ
た
。

同
じ
七
月
に
は
慶
応
の
宮
川
久
雄
氏
も
富

永
重
太
郎
を
伴

っ
て
の
中
ノ
岐
川
を
遡

っ

て
頂
上
に
立

っ
た
。
こ
の
と
き
三
田
幸
夫

氏
は
宮
川
氏
と
中
ノ
岐
川
で
別
れ
て
、
本

賊
峠
の
登
り
で
平
ヶ
岳
を
振
り
返
り
、
数

日
前
ま
で
登
頂
の
希
望
を
持

っ
て
い
た
た

め
後
ろ
髪
引
か
れ
る
思
い
で
檜
枝
岐
に
越

え
て
行

っ
た
。

尾
瀬
に
ゆ
か
り
の
深
い
武
田
久
吉
博
士

に
と

っ
て
も
、
平
ヶ
岳
は
念
頭
に
あ

っ
た

が
登
る
機
会
を
逸
し
て
い
た
。
晩
年
福
島

の
山
仲
間
の
計
ら
い
で
ヘ
リ
で
訪
れ
、
会

報
二
五
二
号
に
遺
稿

「平
ヶ
岳
瞥
見
記
」

を
載
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
岳

人
に
と
り
、
平
ヶ
岳
は
昭
和
四
十
年
ま
で

門
戸
が
開
か
れ
た
山
で
は
な
く
、
残
雪
期

県
境
稜
線
縦
走
に
よ
る
登
頂
記
録
は
か
な

り
あ
る
が
、
谷
筋
か
ら
の
記
録
は
乏
し
い
。

深
田
さ
ん
が
平
ヶ
岳
を
日
本
百
名
山
に

取
り
上
げ
よ
う
と
登

っ
た
の
が
昭
和
三
十

七
年
で
あ
る
が
、
こ
の
間
、
他
の
山
々
は

登
山
道
の
整
備
が
進
ん
だ
の
に
、
平
ヶ
岳

は
初
登
頂
以
来
四
十
六
年
経

っ
て
も
高
頭

氏
が
登

っ
た
時
と
ほ
と
ん
ど
変
わ

っ
て
い

な
か
っ
た
。

深
田
久
弥
さ
ん
と
大
正
九
年
に
登

っ
て

い
る
藤
島
敏
男
さ
ん
と
私
を
含
め
た

一
行

五
人
は
、
九
月
十
五
日
枝
折
峠
を
バ
ス
で

越
え
、
伝
之
助
小
屋
の
船
で
中
ノ
岐
川
に

着
き
、
そ
の
日
は
二
岐
川
合
流
点
の
ゼ
ン

マ
イ
小
屋
で
第

一
屋
を
過
ご
し
た
。
翌
朝

水
量
の
多
い
中
ノ
岐
川
の
徒
渉
に
始
ま
り

二
岐
川
の
遡
行
か
ら
、
午
後
三
時
こ
ろ
滝

の
連
続
す
る
沢
を
避
け
て
藪
の
尾
根
に
取

り
付
い
た
。
そ
の
夜
は
尾
根
の
途
中
に
か

ろ
う
じ
て
テ
ン
ト
を
張

っ
て
第
二
夜
を
過

ご
し
た
。

三
日
目
は
ヤ
マ
グ
ル
マ
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、

ク
ロ
ベ
な
ど
の
猛
烈
な
藪
と
、
ニ
メ
ー
ト

ル
を
超
す
チ
シ
マ
ザ
サ
を
か
き
分
け
て
、

よ
う
や
く
池
塘
の
美
し
い
池
ノ
岳
に
着
い

た
。
さ
ら
に
頂
上
の
三
角
点
ま
で
笹
と
オ

オ
シ
ラ
ビ
ソ
を
く
ぐ
り
、
午
後
も
遅
く
な

っ
て
平
ヶ
岳
の
頂
上
に
着
い
た
。

広
大
な
山
頂
の
チ
ン
グ
ル
マ
、
キ
ン
コ

ウ
カ
な
ど
の
草
原
や
池
塘
に
は
踏
み
跡
や

塵

一
つ
な
く
、
尾
瀬
の
隧
ヶ
岳
、
至
仏
山

や
奥
日
光
の
山
々
か
ら
上
越
国
境
、
南
会

津
の
山
々
の
展
望
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
、

三
日
間
の
疲
れ
は
吹
き
飛
ん
で
し
ま

っ
た
。

翌
日
も
水
長
沢
を
目
指
し
て
藪
の
尾
根

か
ら
、
さ
ら
に
滝
の
連
続
す
る
沢
を
下
り
、

よ
う
や
く
モ
リ
ブ
デ
ン
鉱
山
跡
に
着
い
た
。

こ
こ
か
ら
は
か
す
か
な
踏
み
跡
を
頼
り
に

水
長
沢
右
岸
の
高
巻
き
や
崩
落
跡
を
通
過

し
な
が
ら
、
利
根
の
源
流
大
水
上
山
か
ら

流
れ
く
る
シ
ッ
ケ
イ
ガ
マ
ワ
シ
沢
合
流
点

の
無
人
小
屋
で
第
四
夜
を
過
ご
し
た
。
翌

日
は
さ
ら
に
奈
良
沢
川
を
右
に
見
な
が
ら

八
本
沢
ダ
ム
エ
事
の
伐
採
が
始
ま

っ
た
中

を
通
り
抜
け
、
夕
方
に
な

っ
て
須
田
貝
の

バ
ス
停
に
着
い
た
。

深
田
百
名
山
に
こ
の
よ
う
な
登
山
道
の

な
い
山
が
あ

っ
た
こ
と
を
知
る
人
は
少
な

い
。
日
本
百
名
山
に
情
熱
を
燃
や
し
た
深

田
さ
ん
の
意
気
込
み
を
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。

離
踊
″

硼
Ｎ“
中

北
珈鱚

湘灘
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難
辮
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騨
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咄”難
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高
尾
の
森

小
林
碧
郎

日
雀
晴
き
高
枝
の
芽
芭
こ
ぼ
し
く
る

撫
芽
吹
く
空
の
員
青
に
小
げ
ら
打
つ

破
れ
傘
群
れ
さ
し
か
く
る
日
み
ず
の
屍

山
雀
や
枯
い
ろ
に
榛
咲
き
そ
め
し

夕
月
に
基
呼
び
あ
へ
り
孔
雀
羊
歯
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河野兵市の
「一歩の勇気大賞」

江本嘉伸

「リーチング・ホーム」の歌を河野
兵市に捧げる 7月 1日 江本撮影

七
月

一
日
、
松
山
市
で

「河
野
兵
市
さ

ん
と
の
お
別
れ
会
」
が
開
か
れ
た
。

「リ
ー
チ
ン
グ

・
ホ
ー
ム
」
と
名
付
け
た
、

北
極
点
か
ら
故
郷
の
愛
媛
県
瀬
戸
町
ま
で

六
年
が
か
り
の
徒
歩
の
旅
。
北
極
点
か
ら

六
〇
〇
キ
ロ
歩
き
五
月
十
七
日
消
息
を
絶

ち
、
二
十
四
日
「陸
地
（ワ
ー
ド
ハ
ン
ト
島
）

ま
で
あ
と
八
五
キ
ロ
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

遺
体
と
な

っ
て
発
見
さ
れ
た
。
四
十
三
歳

だ

っ
た
。
会
場
に
は
、
権
を
曳
い
て
北
極

点
か
ら

一
歩
を
踏
み
出
し
た
河
野
の
姿
が
、

高
さ
三
メ
ー
ト
ル
に
引
き
伸
ば
さ
れ
て
飾

ら
れ
、
河
野
が
講
演
で
訪
ね
た
小
学
校
の

生
徒
た
ち
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
た
。

九
七
年
に

「日
本
人
初
の
北
極
点
徒
歩

ソ
ロ
到
達
」
を
や
っ
た
た
め
に
、
「北
極
男
」

の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
河
野
兵
市
は
稀

に
見
る
奔
放
な
、
く
く
り
か
た
の
難
し
い

行
動
者
だ

っ
た
。

瀬
戸
町
の
み
か
ん
農
家
に
生
ま
れ
、
高

校
に
は

一
七
キ
ロ
の
道
を
自
転
車
通
学
し

た
。
大
阪
に
就
職
し
た
が
、　
一
年
で
や
め

て
日
本
を
自
転
車
で

一
周

（
一
六
〇
〇
〇

キ
ロ
を
走
行
）
し
た
の
が
二
十

一
歳
の
時
。

一
九
八

一
年
二
月
に
は
日
本
を
飛
び
出
し
、

ア
ラ
ス
カ

・
ユ
ー
コ
ン
川
の
イ
カ
ダ
下
り

を
手
は
じ
め
に
、
マ
ツ
キ
ン
リ
ー
に
登
り
、

ロ
ス
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ま
で
米
大
陸
を

百
八
十
日
か
け
て
徒
歩
で
横
断
し
、
ボ
ス

ト
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ホ
ノ
ル
ル
の
三

大

マ
ラ
ソ
ン
を
完
走
し
た
。

そ
の
後
も
チ
チ
カ
カ
湖
で
の
ア
シ
舟
航

海
、
パ
タ
ゴ
ニ
ア
の
高
緯
度
湿
原
徒
歩
踏

破
、
カ
ラ
カ
ス
か
ら
フ
ェ
ゴ
島
ま
で
自
転

車
で
の
南
米
大
陸
中
央
部
縦
断
、
と
あ
ら

ゆ
る
行
動
手
段
で
旅
を
続
け
る
が
、
そ
の

中
で
も
山

へ
の
情
熱
は
並
み
で
は
な
か
っ

た
。登

山
の
き

っ
か
け
は
、
日
本
山
岳
会
会

員
で
も
あ
る
村
岡
由
貴
夫
の
手
ほ
ど
き
で

マ
ツ
キ
ン
リ
ー
を
目
指
し
た
こ
と
だ

っ
た
。

ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
で
キ
ツ
チ
ン

・
ヘ
ル
パ
ー

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
時
で
、
毎
日

砂
袋
を
背
負

っ
て
店
ま
で
歩
き
、
昼
休
み

は
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
を
レ
ン
ガ
を
も

っ

て
走

っ
た
。

無
事

マ
ツ
キ
ン
リ
ー
に
登

っ
て
か
ら
登

山
意
欲
に
火
が
つ
き
、
メ
キ
シ
ョ
の
ポ
ポ

カ
テ
ペ
ト
ロ

（五
四
五
二
メ
ー
ト
ル
）、
オ

リ
サ
バ

（五
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）、
エ
ク
ア

ド
ル
の
コ
ト
パ
ク
シ

（五
八
九
六
メ
ー
ト

ル
）
、
ア
コ
ン
カ
グ
ア

（六
九
六
〇
メ
ー
ト

ル
）
と
五
、
六
千
メ
ー
ト
ル
級
の
高
峰
を

登
り
ま
く
る
。

ペ
ル
ー
の
ワ
ス
カ
ラ
ン

⌒六
七
六
八
メ

ー
ト
ル
）
に
登
っ
た
時
、
日
本
か
ら
来
て

い
た
登
山
家
の
玉
田
仁
と
知
り
合
い
、
カ

ラ
コ
ル
ム

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
難
峰

・
ナ
ン
ガ

パ
ル
バ
ッ
ト
に
行
く
約
束
を
す
る
。
八
七

年
七
月
、
そ
の
ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト
で
氷

の
ブ
ロ
ッ
ク
を
受
け
、
あ
ご
を
二
十
七
針

縫
う
怪
我
を
負
っ
た
。
下
山
し
て
治
療
を

受
け
、
も
う

一
度
ア
タ
ッ
ク
に
戻
っ
た
と

い
う
か
ら
す
ご
い
執
念
だ
。

し
か
し
、
結
局
は
思
う
よ
う
に
動
け
ず

再
度
下
山
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
わ
あ
わ

あ
、
子
ど
も
の
よ
う
に
泣
い
た
、
と
居
合

わ
せ
た
ベ
ー
ス

・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
証
言

し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け

一
年
間
未
知
の
八

千
メ
ー
ト
ル
峰
に
向
け
て
心
を
集
中
さ
せ
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
で
い
た
ら
し
い
。

ち
な
み
に
、
こ
の
時
河
野
を
手
当
て
し
た

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
の
ち
の
順
子
夫
人
で
あ

る
。そ

の
年
の
十
月
、
七
年
ぶ
り
に
日
本
に

帰

っ
た
。
翌
年
に
は
日
本
列
島
を
徒
歩
で

縦
断
、
ソ
連

（当
時
）
の
コ
ル
ジ

ェ
ネ
フ

ス
カ
ヤ

（七

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
コ
ミ
ニ

ュ
ズ
ム

（七
四
九
五
メ
ー
ト
ル
）
に
も
登

っ
た
。
九
〇
年
に
は
サ
ハ
ラ
沙
漠
五
千
キ

ロ
を
リ
ヤ
カ
ー

「ク
ス
ク
ス

・
ェ
ク
ス
プ

レ
ス
号
」
を
曳
い
て
単
独
徒
歩
縦
断

（百

二
十
九
日
が
か
り
だ

っ
た
）
、
北
極
に
目
を

向
け
る
の
は
、
こ
の
頃
で
あ
る
。

筆
者
は
仲
間
た
ち
と

「地
平
線
会
議
」

と
い
う
活
動
を
、　
一
九
七
九
年
以
来
続
け

て
い
る
。
い
い
地
球
体
験
を
し
た
行
動
者

た
ち
の
足
跡
を
皆
に
伝
え
た
い
、
と
い
う

思
い
か
ら
で
、
日
本
に
帰

っ
た
河
野
に
も

そ
ん
な
わ
け
で
何
か
と
会
う
こ
と
が
多
か

っ
た
。
会

っ
て
み
て
、
飾
ら
な
い
、
無
名

な
人
と
の
出
会
い
を
大
事
に
す
る
、
そ
し

て
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
に
溢
れ
た
そ
の
人

柄
が
わ
か
っ
た
。

冒
険
な
ん
て
い
う
す
ご
い
こ
と
で
は
な

い
で
す
、
「初
め
て
の
お
使
い
」
っ
て
あ
る

で
し
ょ
う
？
私
の
や
っ
て
る
こ
と

っ
て
、

あ
れ
と
同
じ
で
す
よ
、
と
河
野
は
よ
く
口

に
し
た
。
三
歳
ぐ
ら
い
の
幼
児
が
母
親
に

頼
ま
れ
て
初
め
て
ひ
と
り
で
お
使
い
に
出

る
。
そ
の
有
様
を
カ
メ
ラ
が
そ

っ
と
追
う

と
い
う
テ
レ
ビ
の
人
気
番
組
。
こ
ど
も
の

ド
キ
ド
キ
す
る
よ
う
な
初
心
に
な
ぞ
ら
え

て
自
分
の
好
奇
心
に
あ
ふ
れ
る
地
球
体
験

の
こ
と
を
言

っ
た
の
だ
ろ
う
。

ま
た

「
一
歩
を
踏
み
出
す
勇
気
の
大
事

さ
」
を
よ
く
口
に
し
た
。
こ
れ
は
、
世
界

に
飛
び
出
さ
な
く
と
も
身
近
な
こ
と
で
で

き
る
、
と
も
。

そ
う
い
う
河
野
兵
市
の
心
を
活
か
そ
う
、

と
河
野
兵
市
記
念
委
員
会
が
発
足

「
一
歩

の
勇
気
大
賞
」
を
実
施
す
る
こ
と
が
こ
の

日
発
表
さ
れ
た
。
詳
し
く
は
十
月
、
ぁ
ら

た
め
て
公
表
す
る
と
の
こ
と
だ
。

(16)



山 674-2001・ 7・ 20(第二種郵便物認可)

報 告

韓
国
シ
リ
ー
ズ
第
四
回

ト
ウ

タ

サ
ン
　

　

テ

ペ
ク
サ
ン
　
　
プ

カ
ン
サ
ン

頭
陀
山
、
太
白
山
、
北
漢
山
山
行

今
年
も
花
と
渓
谷
美
を
求
め
て
韓
国
に

出
か
け
た
。
二
〇
〇

一
年
四
月
二
十
八
日
、

Ｕ
Ａ
便
で
仁
川
国
際
空
港
に
十

一
時
過
ぎ

に
到
着
。
乾
、
高
、
金
の
三
氏
に
出
迎
え

ら
れ
、
チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス
に
乗
り
江
原
道

の
東
海
市

へ
。
空
港
を
出
る
と
海
上
に
高

速
道
路
が
で
き
て
い
る
。

嶺
東
高
速
道
を
走
り
、
大
関
嶺
、
江
陵

市
を
経
て
東
海
市
の
ホ
テ
ル
着
。
ホ
テ
ル

の
正
面
に

「歓
迎

ｏ
日
本
山
岳
会
三
水
会

一
行
」
の
幕
が
飾

っ
て
あ

っ
た
の
に
、
ま

た
び
っ
く
り
し
た
。

四
月
二
十
九
日
、
本
日
の
目
的
は
頭
陀

山

（
一
二
五
三
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
。
バ

ム

ル

ン

ス
で
登
山
口
の
武
陵
渓
谷
入
回
の
商
店
街

ま
で
行
き
、
山
火
事
予
防
の
た
め
入
山
規

制
が
あ
る
の
で
、
渓
谷
の
管
理
事
務
所
の

許
可
を
取
り
、
入
山
料
を
支
払

っ
て
渓
谷

道
に
入
る
。
す
ぐ
に
三
和
寺
が
あ
り
、
左

岸
か
ら
右
岸
の
道
に
な
る
と
、
左
に
頭
陀

山
に
直
接
登
る
指
導
標
が
あ
る
。
見
送

っ

て
進
む
と
パ
ク
タ
ル
ゴ
ル
を
経
て
頭
陀
山

へ
行
く
道
が
分
岐
す
る
。
さ
ら
に
、
パ
ル

ン
ゴ
ル
ヘ
と
直
進
す
る
と
、
四
段
の
滝
を

持

つ
ヨ
ン
チ

ュ
ポ
ク
ポ
に
突
き
当
た
る
。

落
ち
口
に
か
か
る
橋
を
渡

っ
て
少
し
登
り
、

滝
の
上
部
を
眺
め
、
パ
ク
タ
ル
ゴ
ル
の
入

口
に
戻
り
、
双
瀑
と
パ
ク
タ
ル
瀑
布
の
左

を
巻
き
、
右
股
を
横
切

っ
て
パ
ク
タ
ル
ジ

ェ
（鞍
部
）
へ
突
き
上
げ
る
尾
根
を
登
り
、

パ
ク
タ
ル
ジ

ェ
か
ら
左

へ
一
時
間
ほ
ど
行

く
と
頭
陀
山
の
頂
上
に
出
た
。
こ
こ
は
展

望
が
素
晴
ら
し
い
。
パ
ク
タ
ル
ゴ
ル
の
本

流
で
あ
る
左
股
は
、
美
し
い
滑
滝
が
五
〇

メ
ー
ト
ル
、　
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
と
次
々
に

連
続
し
て
い
る
が
、
時
間
が
な
く
て
行
け

な
か
っ
た
。

四
月
二
十
日
、
東
海
か
ら
南
下
し
て
太

白
市

へ
行
き
、
江
原
道
と
慶
尚
北
道
の
境

界
に
あ
る
太
自
由
に
登

っ
た
。
こ
の
山

（
一

五
六
〇
メ
ー
ト
ル
）
は
檀
君
伝
説
の
地
で
、

天
孫
降
臨
の
天
祭
壇
が
頂
上
に
築
か
れ
て

い
る
。

三

一
号
線
の
チ

ョ
ン
ギ
リ
入
山
口
で
高

い
入
山
料
を
払
い
、
登
り
始
め
て
二
、
三

十
分
経

つ
と
、
道
の
両
側
に
カ
タ
ク
リ
が

咲
い
て
い
た
。　
一
時
間
ほ
ど
で
分
岐
点
の

パ
ン
ジ

ェ
に
着
き
、
少
し
登
る
と
カ
タ
ク

リ
の
大
群
落
に
出
会

っ
た
。
斜
面
全
体
に

び
っ
し
り
と
咲
い
て
い
る
。

頂
上
直
下
の
望
景
寺
に
出
る
と
、
ガ
ス

が
湧
き
、
風
も
強
く
な
り
、
寒
い
。
展
望

は
き
か
ず
、
帰
路
は
パ
ン
ジ

エ
か
ら
右

へ

タ
ン
ゴ
ル
に
下
山
し
た
。
後
は
ソ
ウ
ル
ヘ

一
直
線
に
向
か
っ
た
。

五
月

一
日
、
道
峰
山
の
予
定
を
北
漢
山

に
変
更
し
、
高
陽
市
の
紙
柾
洞
へ
地
下
鉄

で
行
き
、
食
堂
の
車
に
便
乗
し
て
中
城
門

の
近
く
ま
で
行

っ
た
。
今
日
は
お
釈
迦
様

の
生
誕
祭
に
休
日
が
重
な
り
、人
が
多
い
。

北
漢
山
城
渓
谷
に
沿

っ
て
登

っ
て
行
く
と
、

チ
ン
ダ
ル
ン
が
咲
き
、
黄
色
の
ス
ミ
ン
が

目
立

つ
。
寺
も
次
々
に
現
れ
、
仏
教
の
盛

ん

な

こ
と

を

思

わ

せ

る
。
普
賢
峰

と

文
殊
峰
の
中
間
の
大
南
門
ま
で
登

っ
て
打

ち
止
め
と
し
た
。

夜
は
打
ち
上
げ
で
、
韓
国
の
い
つ
も
お

世
話
に
な
る
お
二
人
に
感
謝
し
て
、
今
回

の
山
行
を
終
わ

っ
た
。
五
月
二
日
帰
国
。

参
加
者
十
二
名
。
　
　
　
　
⌒石
田
稔
郎
）

第
十
三
回
山
行
　
丹
沢
・鍋
割
山

別
に
遠
出
を
し
な
く
と
も
山
に
は
四
季

そ
れ
ぞ
れ
に
味
わ
い
が
あ
る
も
の
だ
が
、

12名 が参加した4回 目の韓国山行

東
京

・
神
奈
川
地
区
な
ど
に
住
む
者
に
と

り
最
も
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
で
あ
る
は
ず
の
丹
沢

に
も
、
じ

っ
く
り
観
察
す
る
と
思
い
も
よ

ら
ぬ
魅
力
を
発
見
す
る
も
の
だ
。

五
月
十
二
日
、
合
計
十
二
名
の
メ
ン
バ

ー
が
大
倉

・
二
俣
経
由
で
丹
沢

。
鍋
割
山

（
一
二
七
三
メ
ー
ト
ル
）
に
登

っ
た
と
き
に

は
、
雲
ひ
と
つ
な
い
天
候
が
後
ろ
盾
に
な

っ
て
く
れ
て
、
日
覚
め
た
ば
か
り
の
山
の

芽
吹
き
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
参
加
者

一
同
そ
の
幸
運
を
喜
び
あ

っ
た
。

丹
沢
に
は
も
と
も
と
広
葉
樹
が
豊
富
に

残
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
樹
種
が
こ
の
時
期

に
な
る
と

一
斉
に
芽
吹
き
、
も
え
ぎ
色
の

樹
林
帯
を
形
成
す
る
も
の
だ
。
固
い
外
皮

を
割

っ
た
ば
か
り
の
新
芽
や
、
既
に
十
分

主にフランスはブルゴーニュのワインを中心に輸入しています。
こだわりの無名ドメーヌを発掘!! 今、ワイン界に新風を送っています。

S02の少ないピュアなおいしいフインを、毎年フランスに行き
ドメーヌから直接買いつけています。素晴らしいおいしさです。

ぜひお試しください。全国発送いたします。ホームページをご覧ください。
http://www口winedou.oo.jp/

トップコンテンツのマキノリポートは山とワインのリポートです。
メールマガジンもよろしく。

千葉県印格郡富里町日吉台5-10-7
・TEL:0476-93-2200
FAX:0476… 93-7548

●日本ソムリエ協会関東支部ワインアド

バイザーコンクール入賞 ●フランス食

品振興協会 (ソベクサ)認定コンセイエ(小

売店のソムリエ)● ワイン総合研究所

公認名誉ワインマスター

牧野 菊生
(会 員8299番 )

マキノ酒店有限会社

ワインを直輸入しています
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に
若
葉
を
広
げ
た
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

春
の
表
情
が
そ
こ
か
し
こ
に
う
か
が
わ
れ
、

そ
れ
ら
が
出
す
固
有
の
香
り
が
訪
れ
る
者

を
や
わ
ら
か
く
包
み
込
ん
で
く
れ
た
の
で

あ

っ
た
。

登
山
道
を
少
し
は
ず
れ
る
と
山
藤
の
太

い
蔓
に
交
じ

っ
て
山
葡
萄
が
芽
を
吹
い
て

い
る
の
が
あ
ち
こ
ち
に
望
見
さ
れ
、
こ
こ

に
住
む
動
物
た
ち
は
秋
の
訪
れ
を
こ
と
の

ほ
か
待
ち
遠
し
く
思

っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
想
像
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

山
頂
か
ら
少
し
下

っ
た
と
こ
ろ
に
は
展

望
の
き
く
草
原
が
あ
り
、
こ
こ
に
立

つ
と

眼
下
に
房
総
半
島
を
俯
政
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
空
気
の
澄
ん
だ
今
日
の
よ
う
な
天

候
で
は
す
み
ず
み
ま
で
見
晴
ら
す
こ
と
が

可
能
で
、
折
り
か
ら
の
大
島
桜
の
花
び
ら

の
舞
い
落
ち
る
下
で
、
心
行
く
ま
で
そ
れ

ら
の
景
色
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

も
幸
運
で
あ

っ
た
。
　

　

　

（召
田
俊
雄
）

ミ
ニ
テ
ン
ト
の
寄
贈

一
九
五
六
年
の
日
本
山
岳
会
に
よ
る
マ

ナ
ス
ル
登
頂
は
戦
後
登
山
の
金
字
塔
で
し

た
。
そ
の
登
頂
時
の
赤
い
ア
タ
ツ
ク
テ
ン

ト
の
ミ
ニ
チ

ュ
ア
を
、
吉
田
テ
ン
ト
よ
り

ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
貴
重
な
作
品

は
大
切
に
保
管
し
、
多
く
の
会
員
に
鑑
賞

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

（鰺
坂
青
青
）

図書紹 介
大
石

一
博

ｏ
金
子
昌
彦

ｏ
廣
澤
和
嘉

ｏ

山
梨
忠
男

・
共
著
／
西
畑
武

ｏ
監
修

『静
岡
市
の
山
山
』

静
岡
市
山
岳
連
盟
は
今
年
四
月
創
立
五

十
周
年
を
迎
え
、
記
念
誌

『明
日
も
山
に

登
る
』
を
発
行
し
た
。
本
書
は
そ
の
編
集

委
員
の
有
志
四
人
が
、
記
念
誌
に
盛
り
込

め
な
か
っ
た
資
料
や
国
土
地
理
院
の
二
万

五
千
分
の

一
の
地
図
を
も
と
に
、
二
人

一

組
で
市
最
高
峰
の
間
ノ
岳

（三

一
八
九

・

三
メ
ー
ト
ル
、
わ
が
国
第
四
位
）
か
ら
南

の
有
度
山

（三
〇
七

・
ニ
メ
ー
ト
ル
、
日

本
平
）
ま
で
二
年
が
か
り
で
市
内
の
登
山

路
全

コ
ー
ス
を
歩
い
て
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。

本
書
は
、
静
岡
市
が
市
内
の
山
の
数
は

八
四
座
、
福
島
県
の
只
見
町

一
〇
二
に
次

い
で
全
国
第
二
の
山
岳
都
市
で
あ
る
こ
と

に
着
目
。
「山
を
通
し
て
静
岡
市
を
紹
介
し イラスト 蜂谷益雄

よ
う
」
と
い
う
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
、

単
な
る
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
で
は
な
い
。
本
書

は
十
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中

で
特
に
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は

「市
街
地
の
山

（日
本
平

・
谷
津
山
な
ど
）」
ま
で
も
掲
載

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

執
筆
代
表
の
廣
澤
和
嘉
氏
は
本
会
会
員
。

主
な
内
容
は
登
山

コ
ー
ス
の
現
状
、
山
名

の
由
来
、
そ
れ
に
地
図
に
記
載
さ
れ
て
い

な
い
山
名
や
峠
の
発
掘
、
歴
史
、
伝
説
、

随
想
な
ど
が
随
所
に
ち
り
ば
め
ら
れ
、
地

方
色
豊
か
な
も
の
に
な

っ
て
お
り
、
類
書

に
例
を
見
な
い
静
岡
市
研
究
の
好
個
の
資

料
も
あ
り
、
必
見
に
値
す
る
。
（小
倉
　
厚
）

二
〇
〇

一
年
四
月
発
行
　
二
九
〇
ペ
ー

ジ
　
私
家
版

（申
し
込
み
先
〒
四
三
二
‥

八
〇
〇
六
　
静
岡
市
曲
金
五

‥
七

‐
六

廣
澤
和
嘉
　
皿
〇
五
四

‥
二
八

一
‐
四

七
五
四
　
頒
布
価
格
二
千
円
＋
送
料
三

百
十
円
）

河
村
正
之

ｏ
著

『山
書
散
策

埋
も
れ
た
山
の
名
著
を
発
掘
す
る
』

本
書
の
内
容
を

一
口
で
言
え
ば
、
古
書

を
中
心
と
し
た
ブ

ツ
ク

・
ガ
イ
ド
ブ

ツ
ク

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
が
、
そ
う
い

う
と
普
通
想
像
す
る
、
通
り

一
遍
の
山
岳

名
著
紹
介
や
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
山
書
道
楽
本

と
は
大
い
に
性
格
を
異
に
す
る
。
そ
の
あ

た
り
を
著
者
は
、
「資
金
乏
し
き
を
視
点
と

夏のブータン・ヒマラヤ

セイタカダイオウを求めて 12日間

■発着地:東京。大阪。名古屋・福岡■期間:8/21ω～9/10■¥5980000

ヒンドゥークシュ、カラコルム、ヒマラヤを行く

■発着地:東京 (成田)■期間:9/210～ 10/50■¥358,000

異教徒の谷カフィリスタンからシヤンドール峠と

ナンガパルバット・メルヘンの草原 15日間

印 月ツ竹グ
|」

F多≒どπl月■釜″
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セ
ン
ス
で
補
い
、
豪
華
限
定
本
を
文
庫
本

や
古
書
店
頭
の
特
価
均

一
本
で
代
用
し
、

古
典
的
岳
人
の
代
わ
り
に
埋
も
れ
た
山
屋

を
発
掘

ｏ
称
揚
す
る
」
ゲ
リ
ラ
的
山
書
随

筆
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
評
者
の
目
に
は
、
こ
の
グ
リ

ラ
的
山
書
随
筆
に
は
、
従
来
の

「山
の
本

の
本
」
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
、

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
知
識
人
の
批
評
眼
が

あ
る
と
映
っ
た
。
山
書
の
海
の
中
か
ら
真

に
読
む
に
値
す
る
本
を
見
い
だ
す
確
か
な

目
を
感
じ
さ
せ
る
、
本
当
の
山
好
き
の
セ

ン
ス
と
、
山
屋
ら
し
か
ら
ぬ
知
性
が
光
る

好
著
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
（福
島
功
夫
）

二
〇
〇

一
年
二
月
　
東
京
新
聞
出
版
局

発
行
　
二
九
四
ペ
ー
ジ
　
千
五
百
円

(18)
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蒻こ

国
五
月
理
事
会

日
時

五
月
九
日

（水
）
十
八
時
三
十
分

～
二
十
時
四
十
分

場
所

日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］

大
塚
会
長
、
小
倉
、
大
森
、

竹
内
各
副
会
長
、
西
村
、
村
井

（龍
）
、
宮

崎
、
高
原
、
村
井

（葵
）
、
宮
下
、
河
西
、

松
原
、
坂
井
、
勝
山
各
理
事
、
中
村
監
事
、

中
川
、
吉
永
、
田
邊
各
常
任
評
議
員

［委
任
］

森
、
増
山
、
鯵
坂
、
坂
本
、
高

遠
各
理
事
、
神
崎
監
事
、
平
野
、
平
山
各

常
任
評
議
員

【審
議
事
項
】

一
、
新
支
部
長
の
選
任

（西
村
）

次
の
三
支
部
よ
り
新
支
部
長
選
任
の
届

け
出
が
あ

っ
た
。

秋
田
支
部

佐
々
本
民
秀

（五
七
四
八
）

宮
城
支
部

千
田
　
早
苗

（七
二

一
一
）

京
都
支
部

横
田
　
明
男

（六
八
四
八
）

（承
認
）

【報
告
事
項
】

一
、
評
議
員
会
報
告

（中
川
）

四
月
二
十
六
日
開
催
さ
れ
た
評
議
員
会

に
お
い
て
、
別
紙
の
と
お
り
副
会
長
以
外

の
理
事
、
監
事
候
補
者
が
決
ま

っ
た
。
副

会
長
候
補
に
つ
い
て
は
、
調
整
中
で
あ
る
。

二
、
次
期
評
議
員
候
補
者
の
選
任
に
つ
い

て

（大
塚
会
長
）

四
月
二
十
五
日
の
臨
時
理
事
会
に
お
い

て
、
会
長

一
任
と
な

っ
て
い
た
鯵
坂
候
補

に
つ
い
て
は
、本
人
の
意
思
確
認
を
と
り
、

候
補
者
と
し
た
。

三
、
デ
イ
ベ
ン
ド
ラ

ｏ
ネ
パ
ー
ル
国
皇
太

子
殿
下
歓
迎
行
事
に
つ
い
て

（西
村
）

同
皇
太
子
は
、
四
月
二
十
五
日
よ
り
五

月
二
日
ま
で
日
本
に
滞
在
さ
れ
た
。
当
会

は
、
二
十
八
日
夕
刻
に
歓
迎
パ
ー
テ
イ
ー

を
国
際
文
化
会
館
で
会
員
、
関
係
者
約
八

十
人
出
席
の
も
と
開
催
し
た
。
二
十
九
日

か
ら
の
京
都
、
関
西
地
区
で
は
、
京
都
支

部
を
中
心
に
さ
ら
に
盛
大
に
歓
迎
会
を
催

し
、
ネ
パ
ー
ル
と
の
友
好
を
図

っ
た
。

四
、
上
野
松
坂
屋
に
お
け
る

「山
岳
写
真

展
」
開
催
の
後
援
に
つ
い
て

（西
村
）

同
好
会

「ア
ル
パ
イ
ン
フ
オ
ト
ビ
デ
オ

ク
ラ
ブ
」
よ
り
、
後
援
依
頼
が
あ
り
承
諾

し
た
。
開
催
期
間
は
五
月
二
十

一
日
よ
り

六
月
六
日
ま
で
、
作
品
は
昨
年
の
年
次
晩

餐
会
で
展
示
し
た

「二
〇
〇
〇
年
記
念
山

岳
写
真
展
」
よ
り
四
十
点
を
厳
選
。

五
、
『山
岳
』
記
事
転
載
許
可
願

い

に
つ

い
て

（西
村
）

千
葉
大
学
学
士
山
岳
会
よ
り
、
「五
十
周

年
記
念
誌
」
発
行
に
あ
た
り
、
『山
岳
』
第

八

一
年

（
一
九
八
六
年
）

ブ
ー
タ
ン
・
ヒ

マ
ラ
ヤ
、
ナ
ム
シ
ラ
峰
の
初
登
頂
他
二
点

の
記
事
に
つ
い
て
転
載
許
可
願
い
が
あ
り

承
諾
し
た
。

六
、
山
岳
遭
難
保
険
の
代
理
店
の
変
更
に

つ
い
て

（西
村
）

平
成
十
三
年
四
月

一
日
よ
り
、
現
行
の

「新
都
市
住
販
（株
）」
よ
り
、
兄
弟
会
社

「新

都
市
リ
ビ
ン
グ

（株
）」
へ
変
更
し
た
。
連

絡
先
は
〇
三

‐
五
八
二

一
‐
一
二
〇
〇

七
、
委
員
会
報
告

財
務
委
員
会

・
村
井

（龍
）

月
次
会
計
報
告
が
あ

っ
た
。
そ
の
他
、

図
書
室
の
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
が
不
要
と
な

っ

た
の
で
処
分
し
た
い
と
の
希
望
が
述
べ
ら

れ
、
最
終
判
断
を
図
書
担
当
理
事
に
委
ね

る
こ
と
と
す
る
。

総
務
委
員
会

・
高
原

支
部
長
会
議
を
十
九
日
、
十
時
三
十
分

よ
り
開
催
す
る
。
ま
た
今
回
は
前
夜
、
懇

談
会
を
設
け
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
た
い
。

会
報
委
員
会

・
村
井

（葵
）

『山
』
四
月
号
は
、
「三
つ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登

山
計
画
〈
ロ
ー
チ

ェ
南
壁

東
海
支
部
Ｘ
ガ

ッ
シ
ャ
ー
ブ
ル
ム
ー
、
Ⅱ
峰

明
治
大
学
〉

〈サ
ン
ル
ン
峰

日
本
大
学
〉
」
「会
員
ア
ン

ケ
ー
ト
報
告
」
等
が
主
な
特
集
記
事
。

自
然
保
護
委
員
会

。
河
西

高
尾
の
森

「植
樹
祭
」
を
四
月
十
五
日

に
行
い
、
三
百
七
十
名
の
参
加
が
あ

っ
た
。

広
葉
樹
を
中
心
に
二
十
種
、
千
本
の
苗
木

を
植
え
た
。

ア
ル
バ
ー
タ
二
〇
〇
〇
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

・

大
森
副
会
長

報
告
書
を
刊
行
し
た
。
総
会
に
は
配
布

で
き
る
。

八
、
そ
の
他

今
月
で
退
任
す
る
役
員
、
常
任
評
議
員

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
が
あ
っ
た
。

五
月
臨
時
理
事
会

日
時

五
月
二
十

一
日

（本
）
十
八
時
三

十
分
～
二
十
時
四
十
分

場
所

日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］

大
塚
会
長
、
芳
賀
、
長
尾
、

村
井
各
副
会
長
、
西
村
、
今
村
、
坂
井
、

高
原
、
朴
元
、
高
遠
、
宮
下
、
鈴
木
、
黒

川
、
大
野
、
藤
本
、
河
西
、
松
原
、
鳥
居
、

小
川
各
理
事
、
内
田
、
古
市
各
監
事
、
平

林
、
宮
崎
、
宇
田
川
、
鯵
坂
各
常
任
評
議

員［委
任
］

中
村
理
事

◎
会
議
に
先
立
ち
、
出
席
者
全
員
の
自
己

紹
介
が
あ
り
、
大
塚
会
長
よ
り
以
下
の
と

お
り
挨
拶
が
あ

っ
た
。

「二
年
前
会
長
就
任
時
、
日
本
山
岳
会
の

役
員
は
ク
ラ
ブ
サ
ー
バ
ン
ト
だ
と
言

っ
た
。

そ
れ
は
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い
。

創
立
百
周
年
を
迎
え
よ
う
と
す
る
当
会

は
、
体
質
的
に
も
伝
統
を
も

っ
て
い
る
。

だ
が
、
昭
和
十
六
年
社
団
法
人
と
な

っ
て

以
来
、
当
時
千
二
、
三
百
人
だ

っ
た
会
員

数
は
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
増
え
、
こ
こ
十
か

ら
十
五
年
で
、
年
齢
構
成
等
大
き
く
変
化

し
て
、
中
高
年
齢
層
の
比
率
が
高
く
な

っ

た
。
ま
た
会
員
数
は
、
こ
こ
数
年
六
千
人

で
停
滞
し
て
い
る
。
以
上
の
状
況
を
踏
ま

え
た
う
え
で
い
ろ
い
ろ
の
角
度
か
ら
こ
れ

か
ら
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

(20)
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意
思
決
定
の
最
高
機
関
は
総
会
で
、
次

が
理
事
会
だ
。
よ

っ
て
、
理
事
会
の
決
定

事
項
は
最
も
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

理
事
会
は
メ
ン
バ
ー
の
自
由
な
考
え
と
発

想
の
も
と
に
や
っ
て
い
き
た
い
。
し
か
し
、

社
団
法
人
と
し
て
の
公
益
性
は
、
世
間
か

ら
厳
し
い
日
で
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
念

頭
に
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
期
の
取
り
組
む
課
題
と
し
て
、　
一
つ

は
、
定
款
、
細
則
の
改
正
、
そ
し
て
あ
と

一
つ
は
、
中
国
の
山
を
登
る
、
で
あ
る
」

【審
議
事
項
】

一
、
会
長
に
事
故
が
あ
る
時
の
副
会
長
の

代
行
順
序
に
つ
い
て

（大
塚
会
長
）

一
位

長
尾
副
会
長
、
二
位

村
井
副
会
長
、

三
位

芳
賀
副
会
長
と
す
る
。
　

（承
認
）

二
、
常
務
理
事
と
担
当
委
員
会
委
嘱
に
つ

い
て

（大
塚
会
長
）

西
村
政
晃
、
今
村
千
秋
、
坂
井
広
志
に

常
務
理
事
を
委
嘱
す
る
。

村
井
　
龍

一

〈財
務
〉

西
村
　
政
晃

〈総
務
〉

今
村
　
千
秋

〈会
報
編
集
〉

坂
井
　
広
志

〈高
所
登
山
研
究
〉

高
原
　
三
平

〈総
務
〉

朴
元
　
鐘
徳

〈集
会
〉

高
遠
　
　
宏

〈山
岳
編
集
、
百
年
史
〉

宮
下
　
啓
三

〈図
書
〉

鈴
木
　
敬
吾

〈資
料
、フ
イ
ル
ム
ビ
デ
オ
〉

黒
川
　
　
恵

〈指
導
、
遭
難
対
策
〉

大
野
　
秀
樹

〈医
療
〉

中
村
　
　
保

〈海
外
〉

藤
本
　
慶
光

〈科
学
〉

河
西
瑛

一
郎

〈自
然
保
護
〉

松
原
　
尚
之

〈青
年
部
〉

鳥
居
　
和
雄

〈学
生
部
〉

小
川
　
　
武

〈山
研
運
営
〉

の
各
理
事
に
委
嘱
と
す
る
。
　

　

（承
認
）

三
、
常
任
評
議
員
の
委
嘱

（大
塚
会
長
）

五
月
十
九
日
、
評
議
員
が
集
ま
り
互
選

さ
れ
た
平
林
、
宮
崎
、
宇
田
川
、
鯵
坂
各

評
議
員
に
常
任
評
議
員
を
委
嘱
。

（承
認
）

四
、
戦
略
的
な
課
題
の

一
部
担
務
に
つ
い

て

（大
塚
会
長
）

以
下
の
通
り

一
部
担
務
を
お
願
い
す
る
。

①
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞

長
尾
副
会
長

②
海
外
登
山
基
金
助
成

村
井
副
会
長

③
百
周
年
記
念
事
業
企
画
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

ｏ
リ
ー
ダ
ー
　
平
林
常
任
評
議
員

④
長
期
改
善
計
画
策
定
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト

ｏ

リ
ー
ダ
ー
　
西
村
常
務
理
事

（会
の
あ
る

べ
き
姿
に
つ
い
て
検
討
す
る
）

⑤

『新
日
本
山
岳
誌
』

高
原
理
事

⑥
ミ
ニ
水
力
発
電
　
小
川
理
事

（ミ
ニ
水

力
発
電
小
委
員
会
小
委
員
長
を
兼
務
、
委

員
は
森
評
議
員
他
数
名
）
　

　

　

（承
認
）

五
、
定
例
理
事
会
開
催
日
等

（西
村
）

定
例
理
事
会
開
催
日
は
原
則
と
し
て
、

第
二
水
曜
日
十
八
時
三
十
分
か
ら
と
す
る
。

（八
月
は
休
み
）

常
務
理
事
会
は
そ
の
前
日
に
開
催
す
る
。

メ
ン
バ
ー
は
常
務
理
事
二
名
と
財
務
担
当

の
村
井
副
会
長
と
す
る
。
た
だ
し
、
重
要

案
件
の
あ
る
場
合
は
、
会
長
、
副
会
長
も

出
席
す
る
。
基
本
的
な
役
割
は
議
題
の
整

理
と
し
、審
議
、
討
議
は
理
事
会
と
す
る
。

各
理
事
の
理
事
会

へ
の
議
題
、
資
料
の

提
出
は
、
理
事
会
開
催
日
の
前
の
週
の
土

曜
日
ま
で
に
、
事
務
局

へ
。
　

　

（承
認
）

【報
告
事
項
】

一
、
理
事
、
監
事
、
評
議
員
の
任
務
に
つ

い
て

（西
村
）

社
団
法
人
の

「理
事
」
、
「監
事
」
、
「評

議
員
」
の
任
務
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
の

民
法
上
の
意
義
と
当
会
に
お
け
る
役
割
の

特
徴
と
課
題
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
各
理

事
の
担
当
業
務
は
明
確
化
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外
の
課
題
に
つ
い
て
も
、
大
い
に

意
見
を
出
し
て
も
ら
い
た
い
旨
の
要
請
が

あ

っ
た
。

二
、
予
算
執
行

（村
井
副
会
長
）

先
の
総
会
の
予
算
枠
内
で
運
用
を
は
か

り
た
い
。
仮
払
い
は
、
少
な
く
と
も
二
、

三
日
前
ま
で
に
手
続
き
を
と

っ
て
も
ら
い

た
い
。
現
金
を
渡
す
人
は
担
当
理
事
と
す

る
。
不
在
の
場
合
は
、
事
前
に
決
め
ら
れ

た
代
理
人
に
限
る
。

三
、
委
員
会
名
の
変
更
に
つ
い
て

（中
村
・

事
前
に
文
書
に
よ
り
提
出
）

「海
外
連
絡
委
員
会
」
を

「海
外
委
員
会
」

と
す
る
。

四
、
各
委
員
会
名
簿
の
提
出
　
　
（西
村
）

平
成
十
二
年
度
、
十
四
年
度
用
の
役
員

委
員
会
名
簿
作
成
に
つ
き
、
六
月
二
十
日

ま
で
に
、
別
紙
様
式
に
て
提
出
し
て
も
ら

い
た
い
。

MMMMMM魃
。
6ノ 3  ■岳山縦走   3日間
。
6ノ 9  キナバル山量頂 5日間
。
7ノ7  カナダ・フェアピュー山量頂 9日間

・717'817 大姑娘山量頂  9日 間
・8月 7  長自山(自頭山)登頂 7日間
・7月 5。 815カムカリカ・ア′1チャ山量頂 8日 間
☆その他にも多数コースがございます

6‖ 5'6120'6122・ 6129'716'7115発
0羅日岳と斜里岳と饉阿毒岳 4日 間

総合カタログ(180P)完成!ご請求くださ:1(無料)北 ア ル プ ス 自馬 連 峰

ゆつくりとした登山をお楽しみください。

素泊り、山行中の継続

駐車もできます。最寄駅、

登山口など、送迎します。
スケッチ、写真撮影な

ど四季折々の自馬の名所

をご案内いたします。

宿泊料金(1泊 2食 ):

9∝Ю円

格安コース :75∞)円 より

4斗斜謳・猪

0ひまわリ
長野県北安曇郡白馬村神城22114-17
TEL(0261)75-2292(代 )

FAX(0261)75-3284

(21)
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五
、
『き
り
ぎ
り
す
』
三
号
の
刊
行

⌒松
原
）

標
記
、
青
年
部
よ
り
刊
行
し
た
。
（別
添

配
布
）

六
、
「高
尾
の
森
づ
く
り
」
（河
西
）

作
業
日
程
が
毎
月
第
二
土
曜
日
、
午
前

九
時
よ
り

と
決
ま

っ
た
。
来
月
は
九
日
予

定
。
（資
料
配
布
）

七
、
理
事
会
議
事
録
に
つ
い
て

（西
村
）

高
原
が
作
成
、
西
村
が
校
閲
し
、
当
月

二
十
五
曰
く
ら
い
ま
で
に
理
事
会
メ
ン
バ

ー
の
他
、
評
議
員
、
支
部
長
に
発
送
す
る
。

訂
正
等
が
あ
れ
ば
、
当
月
内
に
総
務
担
当

ま
で
連
絡
し
て
も
ら
い
た
い
。

■
会
員
異
動

物
故

尾
藤
　
昭
二

（四
二
九
九
）

岩
瀬
　
一
美

（九
六
六
五
）

吉
武
　
玲
子

（九
五

一
八
）

石
井
　
貞
吉

⌒二
五
二
五
）

早
津
　
邦
俊

（二
九
七
八
）

生
田

　

浩

（六
六
五
六
）

瀧理
ム
〓

渡
辺
　
良

一

（四
八
六

こ

蟹
江
　
健

一

（五
五
八

一
）

東
京
電
機
大
学
二
部
山
岳
部

⌒六
〇
五
五
）

佐
々
木
健
二

⌒五
四
八
八
）

安
藤
　
昌
宜

（六
六
三
〇
）

ウ

ェ
イ
グ
リ
フ
ィ
ス

（六
九
七
八
）

樋
口
　
敬
二

（七
七
四
九
）

斎
藤
　
義
晴

（八

一
五
三
）

岩
下
　
光
男

（九
四

一
四
）

010101010101

555533

28 17 17 11 21 19

渡
部
智
倶
人

（九
五
五
七
）

須 小 大 伊 小 春 町
藤 林 澤 藤 田 山 井

春  主 和 政 且
悟 男 勇 税 美 衛 昌

南
　
　
康
雄

三
嶋
　
隆
英

久
保
田
百
雄

関
口
　
信
行

伊
東
　
　
守

行
廣
　
　
学

徳
倉
　
廣
治

内
山
　
和
男

原
田
　
充
司

終
身
会
員

樋
口
　
清
明

中
島
　
　
啓

赤
井
　
一
隆

飯
島
　
正
敏

酒
井
　
工
夫

熊
田
　
宗
次

一
〇
四

一
三
）

一
〇
四
二
七
）

一
〇
七
二
〇
）

一
〇
八
三
〇
）

一
〇
八
四
二
）

一
〇
九
七
七
）

三

二

〓

一
一
四
二
）

一
四
四
九
）

一
五
六
五
）

一
六
〇
五
）

一
六
五
八
）

（
一
二
〇
八
〇
）

（
一　
一
一ロハ
エハ
エハ
）

（
一
三
二
〇
二
）

（
一
二
九
〇
六
）

（
一
三
〇
六
〇
）

（四
四
八
三
）

（五

一
一
五
）

（五

一
二
六
）

（五

一
三
八
）

（五
二

一
七
）

⌒五
三
二
二
）

新
井
知
恵
子

■
■
西
日
目

５

月
１
日
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ツ
チ
ク
ラ
ブ

７
日
　
総
務
委
員
会
　
自
然
保
護
委
員
会

８

日

９

日

１０

日

１４

日

１５

日

１６

日

１７

日

１８

日

２１

日

２２

日

２３

日

２４

日

２５

日

３０

日

３１

日

（高
尾
の
森
づ
く
り
）
山
岳
地
理
ク

ラ
ブ
　
９７
同
期
会

二
火
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ツ
チ

ク
ラ
ブ

理
事
会
　
会
報
編
集
委
員
会
　
９９

同
期
会
　
ジ
ャ
ツ
ク
２３
会

臨
時
評
議
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
フ

オ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
　
学
生
部

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
　
山

げ
ら
の
会

百
年
史
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス

ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

山
研
運
営
委
員
会
　
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
小
委
員
会
　
三
水
会

青
年
部
　
科
学
委
員
会
　
ア
ル
パ

イ
ン
フ
オ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

総
務
委
員
会
　
資
料
委
員
会
　
山

の
自
然
学
研
究
会

図
書
委
員
会
　
資
料
委
員
会
　
総

務
委
員
会

自
然
保
護
委
員
会
　
９５
同
期
会

００
同
期
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ

フ
イ
ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
会
　
ア
ル

パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
　
９７
同
期

△バ学
生
部
　
９８
同
期
会
　
山
の
自
然

学
研
究
会

青
年
部

山
の
自
然
学
研
究
会

臨
時
理
事
会

５
月
来
室
者

５８０
名

◆
ビ
ー
ル
バ
ー
テ
ィ
ー
開
催

総
務
委
員

恒
例
の
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
イ
ー
で
す
。
ビ

ー
ル
を
飲
み
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
す
ご
し

ま
し
ょ
う
。
呑
み
放
題
。
持
ち
込
み
歓
迎
。

日
時
　
九
月

一
日
ω
十
七
～
十
九
時

場
所
　
日
本
山
岳
会
ル
ー
ム
　
　
　
　
　
　
劉

会
費
　
二
千
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
υ

申
込
み
は
、
八
月
二
十
三
日
肉
ま
で
に
、

Ｔｅ‐

・
ｈ

ｏ
メ
ー
ル
で
、
事
務
局
へ
。

◆
二
〇
〇

一
年
度
自
然
保
護
全
国
集
会

自
然
保
護
委
員
会

関
西
支
部
の
協
力
を
得
て
、
奈
良
県
の

大
台
ヶ
原
で
開
催
し
ま
す
。

日
程
　
十
月
六
日
０
～
七
日
０

六
日
　
午
前
九
時
大
和
上
市
駅
前
集
合

大
台
ヶ
原
研
修

七
日
　
集
会

「大
台
ヶ
原
に
学
ぶ
」

十
三
時
解
散

会
場
　
村
営

「ホ
テ
ル
杉
の
湯
」

費
用
　
一
万
五
千
円

申
込
　
川
越
尚
子
宛

（〒

一
八
五

‐
○
○

一
一
国
分
寺
市
本
多
三
‐
七

‥
三

lNFORMA丁 10N
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一
）

ハ
ガ
キ
で
。

◆
「森
の
勉
強
会
」
を
開
催
し
ま
す

東
海

・
岐
阜

ｏ
関
西

・
京
都
四
支
部

自
然
保
護
委
員
会
共
催

自
然
は
私
た
ち
に
豊
か
な
何
物
か
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。
山
と
本
と
人
を
結
ぶ
総

合
的
な
生
態
系
を
理
解
し
、
自
然
保
護
意

識
を
高
め
る
た
め
の
学
習
と
野
外
実
習
。

日
程
　
十
月
二
十
七
日
ω
～
二
十
八
日
０

二
十
七
日
　
森
林
学
の
講
義
後
現
地
実
習

二
十
八
日
　
京
大
演
習
林

（芦
生
の
森
）

な
ど
を
歩
き
ま
す
。

講
師
　
森
の
研
修
者
お
よ
び
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー

集
合
　
十
月
二
十
六
日
０
夜
現
地

場
所
　
「朝
日
の
森
」
研
修
所
　
滋
賀
県
朽

木
村

定
員
　
五
十
名

（四
支
部
以
外
は
五
名
）

費
用
　
二
万
円

（二
泊
五
食
）
交
通
費
は

各
自
負
担

交
通
　
Ｊ
Ｒ
湖
西
線
安
曇
川
駅
か
ら
車
で

三
十
分
ま
た
は
マ
イ
カ
ー

申
込
　
八
月
末
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
か
フ
ア

ッ
ク
ス
に
会
員
番
号
、
氏
名
、
住

所
、
年
齢
を
明
記
し
、
野
村
誠
人

宛

（〒
六

一
五

‥
八
〇
七
二
京
都

市
西
京
区
桂
本
ノ
下
町
三
八

‥
一

ｈ
Ｏ
七
五
‥
二
五
五
‐
〇

一
一
二
）

こ

。

＊
申
込
者
に
は
詳
細
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

◆
ア
ル
プ
ス
山
岳
館
特
別
企
画
展

資
料

ｏ
フ
ィ
ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
会

今
年
松
本
市
で
開
催
さ
れ
る
世
界
岳
都

都
市
会
議
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ア

ル
プ
ス
山
岳
館
で
は

「山
と
環
境
」
を
メ

イ
ン
テ
ー
マ
に
し
た
絵
画
と
写
真
の
展
覧

会
、
ま
た
科
学
的
な
眼
で
山
を
見
詰
め
る

二
つ
の
研
究
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
展
示
と
講

演
会
を
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
行
い
ま
す
。

当
委
員
会
で
は
こ
の
企
画
展
に
協
力
し
展

示
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

夏
の
特
別
展

会
期
　
七
月
七
日
ω
～
八
月
八
日
因

①
山
岳
名
画
展

（足
立
源

一
郎

・
茨
本
猪

之
吉
）

②
空
撮
写
真
展
（北
ア
ル
プ
ス
を
翔
ぶ
）

③
北
ア
ル
プ
ス
の
近
代
登
山
の
歴
史

④
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
の
活
用
の
展
示

⑤
マ
ツ
キ
ン
リ
ー
気
象
観
測
プ
ロ
ジ

エ
ク

ト
の
展
示

秋
の
特
別
展

会
期
　
十
月
七
日
０
～
二
十
八
日
０

①
茨
木
猪
之
吉
山
岳
絵
画
未
発
表
名
品
展

②
山
岳
写
真
展

（特
別
出
品

・
皇
太
子
殿

下
、
橋
本
龍
太
郎
元
総
理
他
）

③
北
ア
ル
プ
ス
の
近
代
登
山
の
歴
史

④
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
の
活
用
展
示

⑤
マ
ツ
キ
ン
リ
ー
気
象
観
測
プ
ロ
ジ

エ
ク

ト
の
展
示

⑥
マ
ツ
キ
ン
リ
ー
気
象
観
測
プ
ロ
ジ

エ
ク

ト
の
講
演
会
＝
十
月
十
九
日
０
　
場

所

ｏ
Ｍ
ウ
イ
ン
グ
　
講
師

。
大
蔵
喜
福

◆
齋
藤
清
の
世
界
展

大
町
山
岳
博
物
館
創
立
五
十
周
年
特
別

企
画
と
し
て
、
自
と
黒
を
基
調
と
し
た
独

特
の
世
界

・
齋
藤
清
の
絵
画
、
オ
ブ
ジ

ェ

な
ど
約
四
十
点
を
展
示
し
ま
す
。

会
期
　
八
月
四
日
０
～
十
月
十
四
日
０

九
時
～
十
七
時

会
場
　
大
町
山
岳
博
物
館

観
覧
料
　
大
人

・
四
百
円
　
高
校
生

ｏ
三

百
円
　
小
中
学
生

・
二
百
円

¨
編
集
後
記
¨

五
月
の
総
会
で
会
報
担
当
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
山
岳
会
の
ル
ー
ム
に
は
、
こ

れ
ま
で
も
様
々
な
場
で
出
入
り
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
百
周
年
を
間
も
な
く
迎
え
る

「日
本
山
岳
会
」
の
会
報
担
当
と
な
り
、

若
干
緊
張
し
て
お
り
ま
す
。
当
面
は
慣
ら

し
運
転
の
予
定
で
す
が
、
登
山
者
の
高
年

齢
化
が
常
に
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ

る
中
で
、
山
岳
会
も
同
様
で
す
。
少
し
で

も

「会
報
」
の
中
で
、
若
者
の
活
動
を
伝

え
、
若
返
り
の
助
け
に
な
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

全
国
の
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
引
き
続

き
原
稿
、
イ
ラ
ス
ト
、
な
ど
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
原
稿
の
締
め
切
り

は
前
月
の
十
日
で
す
が
、
原
稿
整
理
の
都

合
上
、
早
め
に
左
記
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

宛
先
　
今
村
千
秋

（〒

一
九
四
‐
○
○

三
二
町
田
市
本
町
田
八

一
三
‐
四

ＴＥＬ
＆
ｈ
Ｏ
四
二
‥
七
二

一
‥
一
六
六
六
）

Φ
‥
『コ
”
】一　
』”
０
‥
戸
”
〓̈
０
合）』”
０
・０
『」
０
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会員名簿改定

変更のある方は事務局ヘ

総務委員会

「会員名簿2001年版」を

作成 します。1999年 版の

記載事項 (住所 。電話・所

属支部など)を変更する必

要がある方で、事務局に通

知されていない方は、お知

らせください。_受付は本年

10月 1日 鯛)限 りとします。

また、新入会員で、届出

の住所・電話などが変更さ

れている方も、事務局へお

知らせ ください。

(名 簿作成委員)

日本山岳会会報 山 674号

2001年 (平成13年 )7月 20日 発行

発行所 社団法人日本山岳会

〒102-0081
東京都千代田区四番町5-4
サンビュウハイツ四番町

TEL 東京 (03)3261-4433
FAX 東京 (03)3261-4441
ホームペ|―ジ:http:/AMぽ wojac.Or.jp

E―メール:jac_inf6@jac.Or.jp

発行者 大塚博美

編集人 今村千秋

印 層」 株式会社 双陽社


	674号_Part1
	674号_Part2
	674号_Part3
	674号_Part4
	674号_Part5
	674号_Part6
	674号_Part7
	674号_Part8
	674号_Part9
	674号_Part10
	674号_Part11
	674号_Part12
	674号_Part13
	674号_Part14
	674号_Part15
	674号_Part16
	674号_Part17
	674号_Part18
	674号_Part20
	674号_Part21
	674号_Part22
	674号_Part23



